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読者 の みな さま へ 

こん な 動物 が 登場 し ます この 百科? 
は 動物 を 機械 的 に 50 音 順に 並べ た も の で は 
あり ませ ん 。 系 統 だ っ た 分 類 に 従い , 次 の よ 
うな 順序 と 冊数 で お 届け し て お り ま す 。 概説 
( 2 ), 路 乳 類 (62), 鳥類 (64), 得 虫 ・ 両 生類 
(16), 魚類 (16), 軟体 動物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 
腔 腸 動物 な どの 無 奪 椎 動物 (32)。 現 在 , 路 乳 
類 , 鳥類 が 終了 し , 129 号 か ら 砲 虫 類 , 両生 類 が 
登場 し て いま す 。《1 一 160 号 の 内 容 は 表 3 参 照 》 

総 目次 と 総 索 引 が つき ます 見 て , 読ん 
2 抹 症 自 科 肪 と saG だ 太 で な く 0 引 の 
て 調べ る 事典” と し て の 機能 を 完全 に する 
た め , 16 冊 ご と に 総 目 次 , 64 民 ご と に 収録 類 
別 の 索引 を つけ , また 最終 の 192 号 に は 詳細 
な 総 索 引 を つけ ます 。 

「 私 た ちの 仲間 」 の ペー ジ 第 一 線 動物 学 
者 の 執筆 に よる 解説 と 注 が あり ます 。 ま た ~ 動 
物 週 刊 誌 *" と し て , ニュ ー ス や 話題 。 楽し い 
読物 , ペッ ト 相 談 な ど を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を 発行 順に 16 冊 ずつ , 美しい ファ イル (定価 
600 円 ) に , と じ こ ん で くだ さい 。 堅 生 豪華 な 
~ 動 物 百 科 事 典 ” 全 12 巻 が そろ いま す 。 なお, 
バッ ク ナ ン バー の お 求め は , 表 3 「 本 誌 の 購 
読 に つい て 」 を ご らん くだ さい 。 
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カラ ー ペ ー ジ 


アシ ナシ トカ ゲ 科 
アシ ナシ トカ ゲ 重 科 
区 ナジ ドド 因 の 
アリ ゲ ザー ター トカ ゲ 亜 科 
アリ ゲー ター トカ ゲ 属 
ヘビ ガタ トカ ゲ 属 
ギャ リウ ォ ス プ 亜 科 
ギン イロ アシ ナシ トカ ゲ 科 
ワニ トカ ゲ 科 
ドク トカ ゲ 科 
アメ リカ ドク トカ ゲ 
ミミ ナシ トカ ゲ 科 
オオ トカ ゲ 科 
コモ ド オ オト カゲ 
サバ クオ オト カゲ 
ナイ ルオ オト カゲ 


フト ミミ ズ ト カゲ 重 科 
ムカ シト カケ 目 
ムカ シト カゲ 科 

~ ムカ シト カゲ 


表 2 帰化 動物 誌 カ ダ ヤ シ 
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ペッ ト 相 談 室 ・ 裏 表紙 説明 


表紙 ミナ ミア リ ゲ ー タ ー ト カゲ Ph. A.Margiocco 監修 柴田 保彦 (大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 ) 
支 





凡 例 


口 本 文中 〔 〕) を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 


加 し た 説明 で ある 。 


口 く わし い 注 秋 が 必要 な 語 に は , 
入れ , 「 私 た ちの 仲間 」 第 27 ペ ー ジ に , 同 番号 で 記 
載 し た 。 な お 末尾 に ペー ジ 数 (上 両端 ) を 付記 し た 。 
口 動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 





〔 注 1 〕 と 番号 を 
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倉 崇 晴 (東京 大 学 講師 ) 


いる 外来 語 を 含む ), 学名 (イタリック) の 順 で 表記 
し た 。 和 名 の 多い 場合 , 併記 し て いる も の も ある 
が , 専門 家 と 協議 し , 編集 部 で 決定 し た 。 和 名 の な 
いも の は , 英語 名 また は 仏語 名 を カナ 書き で 入れ , 
原語 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

口 人 名 , 地名 は , 本 人 また は 現地 読み を 原則 と し た 
が 人 慣用 の 固定 し て いる も の は , それ に 従っ た 。 





この 急 は 輸入 され た と き は タッ プ ミ ン ノ ー(Topminnow) の 名 
で 紹介 され , し ば らく この 名 で 親しま れ て いた が , 原産 地 の ア 
メリ カ で の 標準 名 は モス キー ト ・ フ ィ ッ シュ (Mosquito fish) 
で あり , タッ プ ミ ン ノ ー は 別 の グル ー プ の 魚 を さす た め , 和 名 
も カ ダ ヤ シ ( 遇 絶 や し の 意 ) と 改め られ た 。 

メダ カカ に 似 て いる が し り び れ の つけ 根 が 短く 、 と くに 雄 の し 
り び れ は 変形 し て 棒状 に と が り 交 尾 器 と な っ て いる 。 全長 も 雌 
は 3.5- 5 セン チ な の に , 雄 は その 半分 の 2.5 一 3 セン チ し か な 
い 。 卵 胎生 で 繁殖 期 は 東京 付近 で は 5 一 10 月 。 

北ア メリ カカ 原産 だ が , 日 本 に 移入 され た の は マラ リア カカ の ボ 
ウフ ラ を 食わ せる 目的 で 大 正 年 間 に 台 湾 を 通じ て 輸入 され た 。 
各地 に 放流 され た が , 現在 は 東京 湾 に 注ぐ 川 の 河口 近く の 下水 
や 水たまり お よび 沖縄 ・ 八 重 山 諸 区 な ど に 野生 化し て いる 。 汚 
水 に も 海水 に も よく 耐え , 繁殖 カ も 強い 。 し か し アメ リカ で は 
移 殖 先 で ボウ フラ より も 在 来 の 貴重 な 魚の 卵 や 稚魚 を 食う こと 
が 多い と し て , 害 魚 扱い され る 場合 が 多い 。 画 





⑥ 1973 ASAHI SHIMBUN, Tokyo, pour la langue japonaise・ Librairie LAROUSSE, Paris・RIZZOLI EDITORE, Milan. 
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天 生 代 の 和 後期 3 


前 ) に は すでに 出現 し て いた 。 次 の ベル 
ム 紀 か ら 中 生 代 の 三 畳 紀 、 ジ ュ ラ 紀 に か 
け て は 、 妥 生類 の 発展 分 化 の 時 期 で 、 最 
盛 期 と いわ れ て いる ジュ ラ 紀 か ら 白 亜紀 
まで の 約 1 億 年 間 に は 、 胞 虫 類 は 現在 の 
8 倍 以上 の 14 目 も の 動物 詳 を 擁し て 、 地 
球 を 完全 に 支配 し て いた の で ある 

現在 の 動物 界 を , 喘 渦 類 、 と くに 人 類 
の 時 代 と いえ る と すれ ば , いま か ら 2 億 
3000 万 年 前 に 始ま る 中 生 代 ( 三 畳 
ジュ ラ 紀 ・ 白 亜紀 ) は , 殿下 類 の 時 代 、 
と くに その 中 期 以降 を * 芝 竜 の 時 代 * 
どい いう きど だ が で きよ う 


3 億 年 前 の 地球 


で は , この 恐竜 の 時 代 と は , どん な 時 
代 だ っ た の だ ろう か 。 ま ず , 礎 虫 類 の 出 
現 が 確認 され て いる 、 い ま か ら 3 億 年 前 
の 地球 の よう す 、 気候 状態 か ら 見 て みる 
SRCKS4 あ まる 

地球 物理 学者 や 地質 学者 の 研究 に よる 
と , 当時 の 陸 と 海 の 分 布 は 、 現 在 と は か 
な り 違 っ て いて , 下図 の よう に 南ア メリ 
カ や アフ リカ ' 人 f ンド 、 オ ー ス トラ リア 
は 、 ひ と 続き の 大 き な 陸 地 だ っ た と いわ 
れ て いる 。* ゴ ンド ワナ 大 陸 * と 名 づけ 
られ た 陸地 が それ で 、 こ の 陸地 の 北 に 
は , テ チ ス 海 を は さん で ,- 東 に アン ガ 
ラ 、 西 に ロー レン シア と いう 陸地 が あっ 
た 。 そ し て , 現在 の 南ア メリ カ や アフ リ 
2 シン 2NR な ど は ) コン ボワ ナ 央 陸 が 5 
長い 年 月 か か っ て 少し ずつ 動き 、 離れ て 
で きた も の だ と いう 。 い わ ゆ る 大 陸 移 動 
説 で ある 。 

この 大 陸 移 動 の 考え は 、1912 年 に オー 
スト リア の 気象 学者 ウェ ー ゲ ナー に よっ 


て 発表 され て 以来 幾多 の 変遷 を へ て 、 
石炭 紀 前 期 の 大 陸 分 布 








m の の 時代 還 


こん に ち 多 く の 地 理 物理 学者 の 支持 を 得 
る 員 つ な っ だ た: 

この 学説 の お も ゃ な 論拠 は 、 マ ント ル 対 
流 に よる 地殻 の 水平 移動 作用 に よっ て い 
る が , 化石 に 残さ れ た 生物 の 分 布 に よっ 
て も この 学説 を 裏づけ る こと が で きる 
も ちっとも, この 古生物 学 か ら の 証拠 提出 
は 、 単 に 大 陸 移 動 説 の 傍証 と いう 意味 に 
と ど ま ら な い 。 古 生物 、 と くに 志 竜 の 分 
布 に か か わる 重要 な 問題 を 含ん で いる か 
ら だ 。 す な わ ち 員 乳 類 の 化石 に つい て 
は 、 ほ ば 現在 の 地形 か ら そ の 分 布 を 推察 
する こと が 可能 だ が , 恐竜 に つい て は , 
まっ た く 別 な 地理 分 布 を 想定 し な けれ 
ば 、 説 明 が つか な いこ と が 多い か ら で あ 
る 。 生 活 環 境 か ら 切 り は な し て 、 動物 を 
論じ られ な いこ と は , いう まで も な い 


大 陸 移 動 を 語る 化石 分 布 


, 化石 の 分 布 か ら 判断 し うる 、 
の 
みよ う 。 メ ソサ ウル ス と いう 肪 虫 類 の 化 
石 が 、 ベ ルム 紀 前 期 (2 億 7000 万 年 前 ) 
の アフ リカ 南部 と 南ア メリ カ の 地層 と か 
ら , それ ぞ れ 発見 され て いる 

メソ サウ ルス は 淡水 の 川 や 沼 に 生息 し 
て いた 体長 約 60 セ ンチ の 小型 克 虫 類 で 、 
頭 は 細長 く , 頭骨 の 大 部 分 は 目 よ り 前 に 
の び た あ ご で 占め られ て いて , その あぁ ご 
に は 鋭い 歯 の 列 が 見 られ る 。 た ぶん 魚 を 
捕え る の に 好 つ ご う で あっ た だ ろう 。 く < 
び は 短く 、 胴 長 で ある 。 尾 も 長く 、 先 に 
いく に し た が っ て 細く な っ て いて 届 曲 し 
や すい 。 尾 は ウミ ヘビ な どの 泳ぐ こと の 

きる 動物 の 尾 と 似 て いる 。 ゆ びに は み 
3 後ろ あし は 前 あし 
より も ゃ 長く て 大 きく , 強 そ う で ある 。 以 
ト 上 の よう な か 体 構造 か ら 推 し て ,、 めった な 
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① 
メソ サウ ルス 


イノ スト ラン ケ ビ ア 
ルビ ド ゲ ア 


リス トロ サウ ルス 
ラビ リン トド ント 
ブラ キオ サウ ルス 


2 た トク 





小 苗 郁 生 


こと で は 陸上 に あがる 
思わ れる 。 

この よう な 淡水 に すむ 小型 の 腸 虫 類 の 
化石 が 、 現在 の プラ ジル と 南ア 共和 国 丁 
部 の 2 大 陸 か ら 、 発 掘 され た か ら と いっ 
て 、 どちら か 一 方 の 大 陸 の 川 や 沼 に いた 
メソ サウ ルス が , 広い 大 西洋 を 泳い で 渡 
っ て 分 布 を ひろ げた と は と て も 考え られ 
な い 、。 

また 最近 , 南極 大 陸 の 中 央 山脈 の 砂岩 
か ら リ スト ロサ ウル ス と いう 員 乳 類型 鹿 
虫 類 の 化石 が 発見 され た 。 こ れ が 、 南 極 
大 陸 で 奄 虫 類 の 骨 が 発見 され た 最初 で あ 
っ た 。 リ スト ロサ ウル ス は , 体長 約 1 メ 
ー ト ル で 、 カバ に 似 て 区 の 位置 の 高い 草 
食性 の 動物 で ある , 

従来 リス トロ サウ ルス の 化石 は , 南 
アフ リカ , イン ド , 中 国 、 ソ 連 な ど の 各 
地 で 発見 され て いて 、 と くに 産出 数 が 多 
い 地 層 を ドリ スト ロサ ウル ス 和 帯 2 と 呼ば 
れ て いる 。 新 た に 南極 大 陸 が その 分 布 
域 に 加わ っ た わけ で ある 

南極 大 陸 か ら は 、 リス トロ サウ ルス の 
ほか に ゃ も,、 テコ トン ト の 化石 が 発見 され 
て いる 。 テ コドン ト は , 恐 竜 の 祖先 と 考え 
れ て いる 克 虫 類 で , 三 畳 紀 ( 2 億 3000 万 
年 か ら 1 億 9000 万 年 前 ) の 北ア メリ カ や 
ョ ヨーロッパ に 栄え た 動物 で ある 

この 南極 大 陸 か ら 発 掘 さ れ た ふた つの 
殿 虫 類 の 化石 は 、 各 大 陸 で の 発掘 例 と の 
関係 か ら 考え て 、 南 極大 陸 と 諸 大 陸 と を 
つなぐ 、 陸 橋 の 存在 な り 、 大 陸自 体 が 近 
接 ま た は 連続 し て いた こと を 示唆 し て い 
る の で は な い だ ろ うか 。 

この よう な 例 は まだ ある 。 ベ ルム 紀 後 
期 (2 億 5000 万 年 前 ) に ソ連 の ウラ ル 山 
脈 周辺 に すん で いた イノ スト ラン ケ ビ ア 
で ある 。 


と は な か っ た と 


大 陸 移 動 
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イノ スト ラン ケ ビ ア は 、 体長 約 3 メー 
トル で 、 巨大 な 剣 状 の き ば を も っ た 肉食 
貴 屯 類型 殿 虫 類 で ある 。 こ れ は , 当時 の 
最大 の 陸上 動物 の ひと つと 考え られ , 草 
食性 の スク ト サ ウ ルス ( 川 や 沼 の 岸 べ に 
生息 し て いた 動き の 鈍い 動物 で あっ た ) 
な ど を 常食 と し て いた よう で ある 

この ソ連 産 の イノ スト ラン ケ ビ ア の 頭 
骨 は 、 南 アフ リカ 東部 産 の ルビ ド ゲ ア と 
多く の 類似 点 を 持っ て いる こと が わか っ 
て いる 。 こ の よう な 近 緑 性 は 、 た また ま 
両者 の み に 見 られ る も の で は な く , ソ連 
の ウラ ル 山 脈 周辺 と そ 南ア フリ カ の 他 の 多 
く の 陸 生 動 物 の 届 の あい だ に や ゃ 見 る こと 
が で きる の で ある 。 こ れ は , 当時 , 両 大 
陸 を 陸 伝 い に 移動 で きる 道 が あっ た と し 
な けれ ば , 考え られ な い ほ どの 近 緑 性 で 
ある 

こう し て みる と 、3 億 年 前 の 地球 は 
現在 の 地形 と は まっ た く < 違う , 別 の 姿 で 
あっ た こと が , わか っ て くる の で は な い 
だ ろう か 。 そ う 考 えな けれ ば , 太古 の 訪 
虫 類 た ちの 分 布 の 不思議 を 解く か ぎ は 見 
つか ら な い だ ろ う 


奄 虫 類 琴 明 期 の 気候 と 生物 


で は , 当時 の 地球 は 、 ど の よう か 気候 
状態 だ っ た の だ ろう か 。 そ の 環境 の な か 
で 、 どの よう な 動物 が 生活 シル し て いた の 
だ ろう か 。 各 地層 か ら 発 掘 さ れ た 動植物 
の 化石 に 基づい て ,、 時 代 を 追っ て 推察 し 
て みよ う 

、 妥 虫 類 が 出現 し た 石炭 紀 か ら 述 

べ て みよ う 。 石 炭 紀 前 期 に は 、 地 球 は 全 
体 と し て 暖か く 、 陸 上 は 乾燥 気候 だ っ 
た 。 現 在 の 北極 海 の ま わり か ら 、 こ の 時 
代 の 石炭 が 採掘 され る こと か ら , 北極 地 
方 は 湿気 が 多く 、 陸 上 は 森林 で お お われ 


黄 竜 化石 の 分 布 
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私 た ちの 仲間 





て いた と 思わ れる 。 
た け 
当時 の 森林 に は , 丈 の 高い 樹木 性 シダ 
うろ こぎ ろ ぽく 
や 鱗 木 や 巨大 な トク サ に 似 た 訪 木 な ど が 


あっ た 。 高 さ 30 メ ー ト ル に も お よぶ 巨大 
な 樹木 の 下 に は 、 種子 シダ や シダ ,、 小さ 
な トウ シン グ サ の 仲間 と トク サ の 仲間 が 
お い 茂 っ て いた 。 ど れ も 花 を 咲か せな か 
っ た よう で ある 。 

石炭 紀 後 期 は 、 南 半球 を 氷河 が お お っ 
て いて 寒冷 で あっ た が 、 北 半球 は 一 様 に 
暖か だ っ た よう だ 。 現 在 で は 北極 に 位置 
する スピ ッ ツ ベル ゲン 諸島 に さえ 、 当時 
は サン ゴ 礁 が 生成 し て いた こと が わか っ 
で いる の 放 ま た ヨー ロッ パ や 北ア ポリ カ で 
発掘 され た , この 時 代 の 植物 化石 の 幹 に 
は 年 輪 が な いこ と か ら , 冬 と 夏 と も に 暖 
か くく 湿度 が 多く 、 四 李 の 区 別 が な か っ た 
と 思わ れる 。 だ か ら 、 世界 各地 か ら 発 掘 
され る 植物 化石 に は 、 大 き な 地 域 差 を 認 
め る こと は で き な い 。 

これ ら の 森林 に は ,、 多く の 小動物 が う 
ご めい て いた 。 カ タツ ムリ り , クモ , サ ソ 
リ , ムカ デ , 何 百 種 あ の ゴキ ブリ な ど で 
ある 。 昆 曲 の 仲間 で は トン ボ も いた 
メガ ニュ ー ラ と 呼ば れる 両方 の 翔 の 先 
か ら 先 まで 70 セ ンチ も ある 大 型 ト ン ボ は 
その ひと つ だ 。 

沼沢 性 の 水たまり に は 、 う き ぶ くろ を 
肺 の よう に 使っ て 空気 呼吸 を し て いた 肺 
魚や 硬骨 魚 。、 カ ニ な ど が いた 。 しかし, 
な ん と いっ て も 注目 し た い の は 両生 類 で 
ある 。 小 さく て イモ リ の よう な も の , 長 
く て あし を も た な い へ ビ の よう な 動物 、 
ワニ の よう に 大 型 の 種類 な ど で あ る 

だ が 当時 の 両生 類 の 多く は 、 現 生 の カ 
エル や イモ リ と は ちがっ て 、 か ら だ は 大 
きく 、 か た いう ろ こ の ある 皮膚 を も っ て 
いた 。 え さ は , 肺 魚 や 小さ な 硬骨 魚 、 大 
き な 昆 虫 類 だ っ た ろう 。 


両生 類 か ら 徐 々 に 叫 虫 類 へ 


両性 類 は 石炭 紀 の 陸 地 で は 
の 間 唯 一 の 疹 椎 動物 で あっ た 。 


し ば らく 
し か し 、 
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その な か の 1 グルー 
プ が , 新しい 種類 の 
動物 すなわち 内 虫 類 
へ の 変化 の 道 を 選ん 
だ の で ある 。 尻 虫 類 
は , 多く の 点 で 両生 
類 よ り は 高度 な 陸上 
動物 で ある 。 も っ と 
も 重要 な 差異 は 卵 に 
ある 。 

克 虫 類 は 両生 類 の 
迷 歯 類 か ら 派 生 し た 
の だ が 、 両生 類 が 尻 
虫 類 に 達する 境界 を 
踏み きっ た の は 。 有 
羊 膜 卵 (内 外 2 層 の 
膜 で 豚 を 包み 、 な か 
に 羊水 を 満た し て い 
る 卵 ) を 完成 し た と き で ある 。 両 生類 
は , 柔らか い ゼ リー に よっ て 囲ま れ た 錯 
を 水中 に 産む が , 克 虫 類 は 卵 を 陸上 に 産 
ん だ 。 卵 の 中 身 は か た い 毅 に 守ら れ , 卵 
自体 は た くわ えら れ た 水 と 栄養 に よっ て 
自給 自足 で きる の で ある 。( 有 羊 膜 卵 の 
化石 は , 北ア メリ カ で 発見 され て いる 
が , この 化石 は 奄 虫 類 出現 より ずっ と の 
ちの , ベル ム 紀 前 期 の 地層 か ら 発掘 され 
た も の で ある )。 

し か し , 両生 類 か ら 礎 虫 類 を 生み だ し 
た 重要 な 変化 が 。_ いつ, どこ で , どの よ 
うに 起こ っ た か は , 的 確 に は わか ら な 
い 。 だ が , お そら くそ の 変化 は 石炭 紀 の 
は じ め に 起こ っ た で あろ う 。 な ぜ な ら 
ば , 石炭 紀 後期 の 岩石 中 に は 、 尻 虫 類 の 
骨格 を 見 い だ す し 、 次 の 時 代 の ベル ム 紀 
に は , 新しい 生活 方 法 つ まり 水 か ら 離 れ 
た 生活 シ と っ た も の が 大 発展 し た か ら で 
ある 。 

も っ と も ゃ も, 現在 わた し た ち が 知 りえ て 
いる 最 古 の 尻 虫 類 は 、 北ア メリ カ の 石炭 
紀 後 期 の 地層 か ら 発 見 され た アル ケル ベ 
トン や ヒロ ノム ス な どの カプ トリ ヌス 型 
杯 竜 類 だ が 、 こ の よう な 化石 資料 を 多く 
検討 すれ ば する ほど , 両生 類 と 腸 虫 類 を 
は っ きり 区 別 す る こと が むず か し く な る 
の も ゃ 事実 で ある 。 それだけ, 両 網 の 移行 
は 瀬 進 的 に 徐々 に 起こ っ た の で あろ う 。 

た だ , 化石 資料 の な か に は , 妥 虫 類 へ 
近づき か け て いた 両生 類 と か 、 進 歩 し た 
迷 歯 類 と 原始 的 典 虫 類 の 中 間 的 動物 と い 
える よう な 種類 が 若 二 見 られ る 。 ベ ルム 
紀 前 期 に 出現 し た セイ ムリ ア も その ひと 
つ で ある 。 








有 羊 膜 卵 の 模型 図 


この 動物 は 、 北 アメ リカ の テキ サス 州 
か ら 発 掘 され た 体長 約 600 セ ンチ の 肉食 動 
物 で ある 。 そ の 体 構造 の な か で 、 両生 類 
に 似 た 特徴 を 示し て いる 点 は , 頭骨 全体 
の 感じ が 迷 歯 類 (デボン 紀 末 期 か ら 三 畳 
紀 に か け て 栄え た 両生 類 の 先祖) と よく 
似 て いる こと ,、 あご 骨 に は 迷 歯 型 ( 歯 の 
断面 に エナ メル 質 の 表面 の 複雑 に 曲がり 
くね っ た 線 が 見 える ) の 鋭い 歯 が あ る こ 
と , 頭 の 後方 に は 鼓膜 の 調整 を つか さ ど 
る 耳 突 起 が ある こと , な ど で あ る 。 初 期 
の 妥 虫 類 に 似 た 特徴 を 示し て いる 点 は 、 
背骨 、 肩 、 骨盤 、 前 あし の 骨 な ど 、 頭骨 
以外 の 大 部 分 で ある . 

だ が 、 セ イム リア は 尻 虫 類 の 祖先 で は 
な か っ た と いう 学者 も あい る 。 な ぜ な とら 完 
全 な 膝 虫 類 の 化石 が 発見 され た 時 代 よ り 
も る, 何 百 万 年 か あと に も ゃ セイム リア は す 
ん で いた か ら で あ る 。 しかし, この 事実 
は 、 民 虫 類 へ 進化 し た も の 以外 に も , は ほ 
ぼ ぽ 同 時 代 に 妥 虫 類 的 と な っ た 両生 類 の い 
くつ か の 型 が あっ た こと を 示し て いる の 
だ と も 考え られ る 。 


陸上 へ , そし て また 水中 へ 


次 に 、 胞 虫 類 が 本 格 的 に 陸上 に 現われ 
た , ベル ム 紀 の 自然 を みて みよ う 

ベル ム 紀 は 大 き な 変 化 の 時 代 で ある . 
生物 の 古い 型 の 多く の も の が ベル スム 紀 中 
に 死滅 し た 。 た と えば , 約 3 億 年 も の 陸 
絶え る こと の な か っ た 三 葉虫 が 影 を 潜め 
た の も 、 こ の 時 期 で ある 。 

地球 は まだ 大 き な 変 動 を 続け て いて , 
火山 は 溶岩 や 火山 火 を は きだ し , 新しい 
山脈 が つく られ た 。 北 半球 で は 、 こ の よ 
うな 火山 活動 に よっ て , 入り 江 が 閉ざさ 
れ て 内 海 と な っ た り し た 。 暑 く て 乾燥 し 
た 場所 に で きた 内 海 は 、 し だ い に 干 あ が 
り , その 水 は ま すま す 塩 か らく な っ て い 


ヒロ ノム ス の 出 格 図 








も っ と も 古い 奄 虫 類 の 卵 の 化石 


アメ リカ ・ テ キサ ス 州 の 二 加 系 下部 か ら 出 た も の 


芋 水 の お か げ て で て 水 へ の 依存 か ら 解放 され た 

*※※ 腔 の 出す 老廃 物 を 収容 する 

玉 来 来 両 生類 に くら べべ て か た い が 多 孔 質 の た め 酸 素 
は な か に 自由 に は いり 炭酸 ガス が 外 に 出る 
こと が で きる 構造 が 化石 化 を 可能 に も し た 





き 、 海水 生 の 動物 に と っ て は , すみ づら 
い 世 界 と な っ て いっ た 。 

また , 北半球 の あちこち に , 岩塩 層 や 
砂漠 で あっ た こと を 示す 証拠 が 見 られ , 
この 時 期 が 暑く て 乾燥 し て いた こと を 物 
語っ て いる 。 し か し , 一 部 に は 沼沢 性 森 
林 も あっ て ,、 湿潤 で 温暖 な 地域 も ある に 
は あっ た 。 

それ に ひき か え , 南半球 は 氷河 期 下 に 
あっ て , は じ め に 述べ た ゴン ド ワ ナ 大 陸 
は 。 ちょ うど グリ ー ン ラン 下 の よ うに : 
高く て 平ら な 陸地 に な り , 万 年 水 で お お 
われ て いた 。 こ ん に ちの 熱帯 地方 で さえ 
寒かっ た の で ある 。 

植物 へ の 影響 を みる と 、 シ ダ 、 樹 木 性 
シダ, 種子 シダ は まだ 豊富 に 繁茂 し て 
いた が , 鱗 木 と トク サ の 丈 は 小さ く な 
り , 数 も 少な く な っ て いた 。 そ れ に か わ 
っ て 、 多 く な っ た の が 松柏 類 で ある 。 
そし て ベル ム 紀 の 終り まで に は , 森林 は 
大 部 分 、 羊 歯 植物 か ら 裸 細 物 へ と 変わ 
っ て いっ た 。 半 歯 植物 は 旭 子 で ふえ る 
が , 胞子 は 水分 が な いと 芽 を 出せ な いで 
死ん で し まう 。 そ の 点 裸 子 植物 は 豚 乳 の 
ある 種子 を も ふっ て いた か ら , 環境 に 順応 
で きた も の だ ろう 。 

この よう な 、 ベル ム 紀 に お ける 尻 虫 類 
や 裸 子 植物 の 出現 と いう 陸上 の 動植物 の 
変化 は 、 きびしい 乾燥 地帯 の 出現 や 気候 
帯 の 確立 と いっ た 事件 を 反映 し て お り , 
環境 に ふさ わし いか ら だ の つく り と 機能 
を ゃ も っ た 生物 が 現われ た こと を 意味 し て 
いる 。 

両生 類 は 湖 や 川 の 周辺 で 独自 の 道 を 歩 
ん で いた 。 そ の 多く は 、 子孫 で ある 有 麻 虫 
類 の 攻撃 か ら 身 を 守る た め に 、 から だ を 
大 きく し て 成 史 力 を 身 に つけ た 。 だ が 、 
両生 類 の 全盛 期 は すでに 過ぎ 去っ て い 
た 。 ベ ルム 紀 後 期 か ら 三 畳 紀 初 期 に か け 
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て の 海岸 線 の 後退 と 、 それ に と も る な う 陸 


地 の 増 大 .、 また より いっ そう の 乾燥 気候 
に よっ て , 内 陸 に は 砂漠 が ひろ が り ., 盆 地 
状 の 窪地 に は 、 あ ざ や か な 赤色 な いし は 
赤 紫 色 の 堆積 物 が で きた の で ある 。 地 肌 
が 赤く な る の は , 大 気 に よ っ て , 岩石 中 
の 鉄分 が 激しく 酸化 され る か ら で あ る 。 

北ア メリ カ や 南ア メリ カ , 南 アフ リカ , 
ョ ー ロ ッ パ 西部 に は , 広い 半 乾 燥 気候 の 
証拠 が 残さ れ て いる 。 ま た 、 ョ ヨー ロッ パ 
北部 に る 砂丘 や 三 校 石 な どの 砂漠 の 証 
拠 が あり,、 そこ て で 恐竜 化石 の 足跡 が 発見 
され て いる 。 こ の よう な ベル ム 紀 の 気候 
は 麻 虫 類 に より いっ そう の 適応 を 促し は 
し て も 、 両 生類 に は すみ に くい 環境 だ っ 
だ の う 。 

ベル ム 紀 以降 まで 生き の こっ た 硝 椎 重 
物 に は 、 両 生類 や 訂 虫 類 の 杯 意 類 、 始 名 
類 、 獣 類 、 原 竜 類 な ど が あっ た が 、 三 
畳 紀 は 新しい 種類 の 出現 で 特徴 づけ られ 
て いる 。 構 歯 の 台頭 で あっ た 。 模 秋 類 
は 、 の ち に 恐 意 、 ワ ニ 、 異 竜 な ど を 生 
ん だ 祖先 型 有 虫 類 で ある 。 隊 頭 類 も 広く 
大 陸 に 分 布 を ひろ げた 。 

三 畳 紀 の 特 徴 は 、 訂 虫 類 が 広く 海 に 進 
出し た こと で ある 。 鋼 竜 類 、 板 歯 類 、 僧 
竜 類 、 首長 竜 類 、 ウ ミ ガメ 類 な ど で あ 
る 。 す で に 述べ た よう に , 三 畳 紀 は 陸地 
が 多く 、 海 の 少 な い 時 代 で あっ た が , に 
も か か わら ず 奄 虫 類 の うち の , 多く の も 
の が 新た に 海 へ 発展 の 道 を 求め た こと 





デボン 紀 か ら 石 炭 紀 に か け て の 
植物 相 


え 木村 し ゅ うじ 











は , 注目 に 値する 。 い っ た ん 能率 の よい 
循環 系 統 を 獲得 し た 礎 虫 類 は 、 そ の 体 村 
造 を 海中 生活 で も 保持 する 一 方 より い 
っ そう の 適応 の た め に , 改造 の 手 を 加え 
て いる 。 た と えば 鯖 あ し を 発達 させ る と 
か , 周 化 し た 形 で 子 を 産む な と いう よう な 
方 法 で ある 。 


恐竜 研究 ,、 ふ たり の 先覚 者 


三 畳 紀 の 恐 竜 に つい て 述べ よう と する 
な ら ば , ドイ ツ の フリ ー ド リッ ヒ ・ フ ォ 
ン ・ ヒ ュー ネ の 仕事 に 触れ ざる を 得 な 
い 。 同 教授 は 19 世 紀 末 か ら 20 世 紀 に か け 
て , ネッ カー 峡 谷 な ど で 調 査 を 始め 、 ヨ 
ー ロ ッ パ 最 古 の 恐 間 に つい て の 知識 を 著 
し ぐ 増 進 さ せ た 。 と どく に チュ ーー ビン ゲン 
の 南 約 48 キ ロ の 小さ な 町 トロ シン ゲン に 
近い , 樹木 の 茂る 谷間 の 山腹 で の 発掘 は 
画 期 的 な ちの で あっ た 。1921 年 の 夏 に , 
肉食 恐竜 プラ テオ サウ ルス の 骨 が 前 例 の 
な い は ほど 集中 的 に 採集 され た 。 プ ラテ オ 
サウ ルス は 体長 約 6 メー トル , た る の よ 
うに 本 格好 の 胴 に 小さ い 頭 と 長い 尾 を も 
つ 三 足 歩行 の 恐 益 で ある 。 と き に 四 脚 歩 
行 も で き 、 す ば や く か みつ く こ と の で き 
た あご の つく り を も つ 。 あ ご の 歯 は 久 
歯 の よう で 魚の よう な えさ を つか まえ る 
の に 適し て いた 。 

ヒュ ー ネ 教 授 の 研究 に よれ ば , ブラ テ 
オ サ ウ ルス の 産地 付近 は 、 三 畳 紀 後 期 に 
は 、 東側 が 高地 に 翔 ま れ 、 西側 は 内 陸 海 





両生 類 と 奄 虫 類 の 

中 間 型 と され る セイ ムリ ア 
その 決め 手 は 

セイ ムリ ア が 克 虫 類 の よう な 
か た い 殻 を も っ た 卵 を 
地上 に 産み つけ る 
動物 で あっ た か どう か を 
探る こと だ が 

証拠 と な る 化石 は 

まだ 見 つか っ て いな い 

え 柴田 慎 

( 光 廊 社 刊 『 恐 竜 博物 館 』 よ り ) 


ドイ ツ の トロ シン ゲン で 


プラ テオ サウ ルス の 骨格 標本 
陸生 で 肉食 の 恐竜 と いわ れ 
骨 は 中 空 に な っ て いる 


発見 され た 


体長 約 6 メ ー ト ル 
岸 に 接し た 広い 砂漠 地帯 で あっ た 。 北東 
か ら 南 西 へ 大 き な 川 が 流れ , この 地域 に 
デル タ を つく り 、 付近 に 松柏 類 が お い 茂 
っ て いた 。 気候 は 大 陸 性 で 雨期 と 乾期 が 
あっ た 。 乾期 に は プラ テオ サウ ルス た ち 
は 内 陸 海 岸 の ほう へ 移動 し た が 、 その た 
め に は 乾燥 し た 砂地 を 通ら ね ば な ら な か 
っ た の で ある 。 か れ ら た ち は 和 群れ を な し 
て 集団 で 移動 し た が , 平原 の 上 で 道 に 迷 
い , 弱い も の や 幼い も の , 病気 の も の な 
ど が 過労 の た め 倒 れ た らし い 。 や が て 時 
前 が た っ て 、 死体 は 風 に 吹き つけ られ た 
砂丘 の 砂 に お お われ た 。 

その 証拠 に 、 化 石 産地 で ある トロ シン 
ゲン の 採掘 場 の 母 娠 は 黄土 に 似 て いる 
し , 得 ら れ た 骨格 は 、 幼い る の や 有 紛 々 し 
い 骨 格 の も の に 限ら れ て いる 。 砂 漠 を 越 
えた 水辺 に は 、 魚 類 、 両 生類 、 貴 乳 類 型 
克 虫 類 な ど 、 いろいろ な 動物 た ちがい 
て , プラ テオ サウ ルス の えさ に な り そ う 
な も の も あっ た の で ある 。 

一 方 」、 ア メリ カ の 机 竜 研究 史上 , ぜひ 
触れ て お きた い 人 物 が いる 。 そ れ は エド 
ワー ド ・ ヒ チコ ッ ク と いっ て ,、 19 世 紀 の 
ニュ ー イ ング ラン ト に 住ん で いた 神学 者 
で ,、 長年 、 ア マー スト 大 学 学長 を 勤め 、 自 
然 科 学 一 般 と 地質 学 の 教授 を し て いた 。 
、19 世 紀 の は じ め か ら 、 コネチカット 涯 
符 の 三 畳 紀 層 の 分 布地 で 、 足 中 の 化石 が 
発見 され 注目 され て いた 。 当時, 土地 の 





人 は , その 和 足跡 は 「 ノ ア の 不吉 な ワタ リ 








私 た ちの 仲間 





ガラ スズ が つけ だ の だ と いう で ゆめ だ ヒビ 
チコ ッ ク は 1835 年 か ら 息 を ひき と る ま 
で の 間 、 この 足跡 に 心 を 奪わ れ 、 足跡 を 
捜し も と め て は コネ チカ ッ ト 渓 谷 を うろ 
うろ と 歩き まわ っ た の で ある 。。 

ヒ チ コッ ク が コネ チカ ッ ト 渓 谷 の 足跡 

の 研究 を 始め て か ら 13 年 た っ た と き , 次 
の よう に 書い て いる 。 
「 コ ネ チ カ ッ ト 渓 谷 に 動物 が 存在 し は じ 
め 川 や 河口 の 岸 べ に すみ つい た 鳥 た ちの 
思い 出 の た め に ,、 わた し は 多く の 時 間 と 
労力 と 思考 を ささ げ て きた 。 わ た し は 動 
物 た ちの 多く が 巨大 で 独特 の 種類 で あっ 
た こと を 確信 する 。 わ た し は , は る か に 
遠い 大 昔 の 日 に も る どっ て , これ ら の 巨大 
で 異常 な 生物 が 歩き まわ っ て いる 岸 べ を 
見 守っ て , 空想 の 世界 に 浸り きっ て で も 
いる よう な , あら ゆる 経験 を 味わっ た の 
だ 。 あ あいま も わた し に は 科学 的 空想 
の な か で ,3.6 メー トル か ら 4.7 メー ト 
ル ぐ らい ある 無 翼 の 鳥 が 1 羽 一 いや 鳥 
の 群れ だ いく ら か 小さ い 同 種 の 鳥 に 
つき そ わ れ て 、 ど ろだ ら け の 地面 を 歩い 
て いく の が 見 える 。 次 に 歩い て いく の 
は 、 おそ らく 鳥 だ が 、 か か と みた いな も 
の が つい た 手 肢 が 0.6 メー トル 近く も あ 
る 二 足 動物 だ 。 そ れ か ら 次 も , ほ ば 同形 
の も っ と 小さ な 二 足 動物 の 災 れ だ 。 そ の 
災 れ の な か に ふつ りあ い の 手 肢 を も つ 四 
足 の け も の も 見 える 。 四 足 獣 は た が い に 
に ょ っ きり 立ち あがっ て いる が , 他 の や 
つ は ぶ ざ ま に 手 肢 を の ば し て 地面 を 遣い 
まわ っ て いる 。……・ まっ た く こ の 遠い 太 
古 の 砂岩 時 代 の 動物 園 は 不思議 だ 。 こ の 
よう に 動物 を じっと 見 つめ 、 失 われ た る も 
の の 姿 を 次 か ら 次 へ 目 に 浮か べ る 特権 
は , それ だ け で わた し の 努力 に 対す る じ 
ゅ うぶ ん の 報い で ある 」 

チコ ッ グ は 。 自分 が 北ア メリ カ で 恐 
間 化 石 を 最初 に 発見 し た 人 間 だ と いう こ 
と に 気づか な いま ま 死 ん で いっ た 。 か れ 
は 古代 の 鳥 の 足跡 を 発掘 し た と ば か り 思 
っ て いた の で ある 。 初期 の 恐竜 が 多く の 
点 で 鳥 に 似 て お り 、 と くに 足 の つく り が 
よく 似 て いた と いう 点 に つい て は , 次 回 
に 述べ る こと に する 。 画 
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私 た ちの 仲間 








アマ ソン 


る 木 も れ 日 に きら めく 


世界 じゅ うに 1 万 種 以 上 いる と いわ れ 
る チョ ウ の うち で ,、 そ の 華 設 さ か らい っ 
て も 大 き さ か らい っ て も 、 東西 の 横綱 は 
ニュ ー ギ ニア を 中 心 に その 周辺 地域 の 熱 
帯 降雨 林 に いる トリ バネ チョ ウ (77or- 
gy) の 仲間 と 、 ア マゾ ン を は じ め 南 ア 
メリ カ の 熱帯 雨林 に いる モル フォ チョ ウ 
(Apr が Xo) の 仲間 で ある こと に 異論 を 中 
える 人 は まず いな い だ ろ う 。 わ た し は ア 
マゾ ン へ 旅立つ 前 、 ま だ 日 本 に いる と き 
か ら 、 深 い 森 林 の 木 も れ 日 を 浴び て 、 絢 
い 金 属 的 な 青色 を 隣 間 的 に きら めか せな 
が ら 舞 う モ ルフ ォ を 想像 し 、 や つ を みず 
か ら の 手 で 捕虫 網 に 収め る こと を 愛 見 て 
いた 

アマ ゾン で の 最初 の キャ ンプ 地 、 カウ 
カヤ 川中 流 の 脇 流 プラ スウ ェ ロ 川 の ほ 
と り で は じ め て 見 た モル フォ は わた し の 
想像 より ゃ る は る か に 美しかっ た 。 状 い た 
その 日 か ら わ た し は や つ を 追っ て 捕虫 綱 
を 振り まわ し た 。 や つら は 天気 が よい 
と , 水面 すれ すれ か ら せ い ぜ い 3 メ ー ト 
ル ぐ らい まで の と ころ を ゆっ た り と し た 


き 来 し た 。、 キ ャ ンプ の 前 に 、 ち ょ うど 大 
い 倒 木 が 橋 を か けた よう に な っ て いた の 
で , その 上 で 飛ん で くる の を 何 度 も 待ち 
伏せ し た 

こ に は 2 種類 の モル フォ が いて 、 ひ 
と つ は 次 の 先 の ほん の わずか な 黒 を 除い 
て あと は 全体 が きれ いな 金属 的 な 青色 を 
し て いる メ ネ ラ ウス モル フォ (oz ヵ o 
eze7gzs) で あり , も う ひ と つ は 同様 の 
青色 が 黒 の 地 に 縦 に 太く は いっ た アキ レ 
スモ ルフ ォ (oz が 7o gc が ey) で あっ 
た 。 わ た し は 前 者 に ベタ モル フォ 。 後者 
に アオ スジ モル フォ と あだ名 を つけ た 


る モル フォ 捕り テ 


や つら は ゆる や か に 飛ぶ の で , 一 見 簡 
単に つか まえ られ そう に 思え る の だ が 
捕虫 網 を 振っ た 瞬間 に 人 微妙 に 動き を 変え 
て それ を か わし 、 チ ョ ウッ 捕り に は 自信 の 
あっ た は ず の わた し の 網 に 、 ど うし て も 
入れ る こと が で き な か っ た 。 

し か し や が て 、 や つら は 天気 が 急 に く 
ずれ て 雨 が や っ て きた りす る と 、 川 っ ぷ 
ちの 葉 に 交 を ひろ げ て と まる 習性 の ある 
こと が わか っ て きた 。 カ ヌー で サル の 調 
査 を し て いる と き , わた し は 日 が か げっ 








139 一 V 


大 きか 波形 を 描き な が ら , 川 に 沿っ て 行 








動物 記 全 る 
琴 必 な る 閥 区 


て 雨雲 が 近づい て くる と 、 視線 の 半分 は 


川 っ ぶち の 低い 茂み に 遣わ せ た 。 そ うし 
を 見 つけ た こと が 4 回 あっ た 
だ が モル フォ は 非常 に 敏感 で 、 3 回 は 捕 
虫 網 が 届く と ころ まで 接近 し な いう ち に 
気づか れ て 逃げ 去ら れ て し まい 、 う まく 
網 の な か に 入れ た の は た だ の 1 回 だ け で 
あっ た 

プ ブ ト マヨ 河 や カケ タ 河 を 旅 し て いる と 
き に は 、 め っ た に モル フォ に は お 目 に か 
か れ な い 。 ま た それ ら の 支流 を さか の ば 
支流 の 川幅 が 広い 下流 域 で は あ 
まり 見 か け な い 。 モ ルフ ォ は 川幅 が 20 て 
30 メ ー ト ドル 以 下 に せ ば まり 、 川 に 両 岸 の 
木々 が お お いか ぶさ っ て 緑 の ト ン ネ ル の 


KCNSSOZ24) 


っ て も 、 


アキ レス モル フ オ 





よう な 状態 に な る 上 流 ま で いく と た くさ 
ん 見 か けら れる よう に な る 。 ブ ラス ウェ 
ロ 川 の ほとり で の 調査 を うち 切っ て 、 そ 
の あと , カウ カヤ 川 の 上 流域 へ 調査 に い 
っ た と き に も , パ ヤ 川 の 上 流域 へ 調査 に 
いら だ (ども 7 た くさ 08 の OR セリ レジ トキ 
が 、 そ の 濃い 青色 の 金属 的 光沢 を 誇 ら し 
げに 輝 や か せな が ら カ ヌー と 交錯 した. 


る モル フォ を 釣る \ 


わた し は や つら に 向かっ て 夢中 で 捕虫 
網 を 振り まわ し た が や は り だ め だ っ た 。 
や つら を も っ と わた し の ほう に 引き つけ 
な いこ と に は 網 は 空 を 切る ば か り で あ 
る 。 そ の と き , ふと 東 ア フリ カ の 子ども 
た ちの チョ ウ 遊 び が 思い だ され た 。 子 ど 
る た ち は ノ ー ト の 切れ 端 な どの 白い 紙 切 
れ を 系 で 結ん で , それ を 1 メー トル ぐら 
い の 細 い 浴 の 先 に 縛っ て 振り まわ し 、 そ 
の 白い 紙切れ に 寄っ て きた モン シロ チョ 
ウゥ を 紙切れ の 回 転 に 合わ せ て ぐる ぐる 和 舞 
わせ て 楽し ん で いた 

わた し た ち は 雨 に ぬれ る の を 防ぐ た め 
に 、 カ ヌー の な か の 荷物 の 上 に 青色 の ビ 











ニー ル シ ー ツ を か ぶせ て いた 。 モル フォ 
の 動き を 注意 深く 観察 し て みる と ,、 どう 
や この 色 に 誘わ れ て カヌ ー に 近づい て き ぎ 
る よう だ ろだ た だ 。 わた も し は ビニール シ 
ー ツ の 端 を モル フォ ぐ で らい の 大 き さ に 切 
り . 取 り 、 東 ア フリ カ の 子ども た ちと 同じ 
よう に 細い ひも で 竿 に 結ん だ 。 そ うし て 
モル フォ が 近づい て きた と き 、 そ れ を 頭 
ト で 回 転 さ せ た 
読み は 的 中 し た 。 ア オス ジ モ ル フォ は 
きま っ て , 回 転 し て いる 
に 向かっ て 真一 文字 に 近づい て きた 。 わ 
た し は つづ け て 3 匹 の アオ スジ モル フォ 
を つか まえ る こと が で きた 。 た だ どう し 
て か ベタ モル フォ は いっ こう に 関心 を 示 
近寄っ て こ な 
か っ た 
また パ ヤ 川 上 流 で 
は 切り 倒し た 木材 を 
運び だ す た め の 太い 
道 が ずっ と つけ られ 
て お り 、 雨上がり の 
その 道 の わ き で と ま 
っ て いる モル フォ に 
何 叱 も 出合 い 、 麹 の 
いた ん だ や つば か り 
だ っ た が 3 匹 を つか 
まえ が 


EK ジェー ジ 


< モル フォ の 物 テ 


ベネ ー ジ ャ 川 に も この 両方 の モル フォ 
が いた が , アオ スジ モル フォ の ほう が ず 
っ と 多かっ た 。 わ た し は や つら を 大 量 に 
つか まえ る こと の で きる 方 法 は な いも の 
か と 思っ た 。 東 アフ リカ で 捕虫 網 で は な 
か な か つか まえ が た い フ タオ チョ ウ 
(Cgzgzes) の 仲間 を と る の に 、 わ た し 
た ち は 捕 虫 綱 を さか さ に し た よう な 形 の 
わな を つく り 、 下 に チョ ウゥ が すり 抜け ら 
れる だ け の すき ま を あけ て 鉄板 を つる 
し , その 上 に バナ ナ の 発酵 させ た も の な 
どき: チョ ウ の 好む な えさ を お いた と チョ ッ 
は その すき ま か ら 網 の な か に は いり 、 腹 
いっ ぱい えさ を 食べ た あと 舞い あがる の 
で 、 上 が ふさ が れ て いる 網 の 中 に その ま 
ま 収 まっ て し まう と いう 仕掛 け で ある 
キャ ンプ を 建て 終わ っ た 直後 に 、 わ た 
し は フタ オチ ョ ウ 捕 り を し た と 同じ わな 
を 試み に つく っ て 、 それ を 朝 、 森 の な か 
に つる し た 。 し か し この 試み は 失敗 だ っ 
た 。 夕 方 期待 し て 見 に いっ た の だ が , 網 
の な か は ハナ バチ や ハエ な ど 小 さい 中 








が 、 網 が 真っ 黒 に 見 える ほど は いっ て い 
た が 、 モ ルフ ォ は お ろか チョ ウ は た だ の 
1 匹 ち は いっ て は いな か っ た . 

キャ ンプ か ら 1 キロ は ほど 北西 に 向かっ 
て 切っ た 観察 路 を いく と ,、 小さ い 川 に 出 
る 。 そ し て その ほとり に は マタ バ ロ と い 
う 1 本 の 大 き な イ チチ ヂ ク の 木 が あっ て 、 
調査 を 開始 し た ころ いっ ぱい に 実 を つけ 
人 か 

日 本 の イチ チク と は 違っ て 親指 の つめ 
ほど の 大 き さ し か な く , 甘味 も な い 昌 実 
だ が 、 この 実は 島 た ちの 好物 で 、 い つい 
この 木 に は た くさ ん の 小鳥 た ち 
が き て 採 食 し て いた 。 一 度 は シロ ガオ オ 
マキ ザル も 食べ に き て いた 。 そ の た め 周 
囲 に は 一 面 に や つら の 落と し た 果実 が ち 
ら ば っ て 落ち て いて 、 それ ら が 発酵 し て 
甘 ず っ ぱい 芳香 を 放っ て いた 

この あたり に は 日 中 で も よく モル フォ 
CE 出合 っ : で W だ が 思 ら に が SS 多 訪 ほる と 
を 通る と 、 き まっ て 地面 か ら 数 匹 の モル 
フォ が 飛び た つの に 気がつい た 。 モ ルフ 
+ は 腐り か けた マタ ベロ の 蜜 を 吸い に き 
て いる に ちがい な い 。 そ ぞ それから ほとんど 
毎日 、 日 暮れ 近く に な る と わた し は 捕虫 
網 を も っ て そこ べ い っ た 。 そし て , そお 
っ と 近づい て いっ て 地面 に と まっ て いる 
モル フォ を 1 欧 か 2 匹 は 楽に つか まえ る 
ご が がき 7 を 

722 グフ ンチ 5 に の 
タバ ロ 以 外 に る 幾 種 類 か の 木 が 果実 を つ 
け 、 サ ル や 鳥 た ち が そ の 果 を 地面 に 落と 
し た が , モル フォ は 不思議 に この マタ バ 
ロ 以 外 の 果実 に は 寄っ て こ な か っ た 


< 腐 肉 に 集まる > | 


調査 が 後半 に は いっ て か ら は , わた し 
は け も の の 骨格 標本 、 と くに 頭骨 の 標本 
収集 に 留意 し ホ ポ や ヒル ベル ト が シロ 
クチ ベッ カリ ー や クビ ワ ベ ッ カ リー を 撃 
つと , その 頭 部 を 近く の 森 へ 持っ て いっ 
て 、 ジ ャ レ と いう 強 細 な ツル で 木 に 張 
りつ け て お いた 。 肉 は ハゲ ワシ が きた 
り 、 た くさ ん の 虫 が 寄り 集まっ て 食い 散 
らし 、10 日 も する と きれ いな 白骨 に な っ 
た 。 白骨 に な る まで の 間 、 日 中 は ハゲ ワ 
シ や ハチ や ハエ な どの 虫 の た め に モル フ 
ォ が そこ に や っ て くる こと は めった に な 
か っ た が , 朝 早く か 夕方 お そく に は 1 欧 
か ら 多 いと き に は 4 匹 の モル フォ が 頭骨 
に と まう NVY だ た 。 

モル フォ が 腐 肉 に も 寄っ て くる 習性 の 
ある こと が わか っ て か ら 、 モル フォ は さ 
ら に つか まえ や すく な っ た 。 

これ ら 青 色 の 光沢 を 持つ 2 種 の モル フ 
ォ の ほか に まだ 数 種類 、 白 っ ぽい 色 を し 
た や つと か 茶色 っ ぽい 色 を し た や つが い 
た が 、 そ れ ら は 樹冠 部 ば か り を 舞っ て い 
て 低い と とこ み べ お りく る る こと が な 
く ,、 や つら を つか まえ る 方 法 は 結局 見 
か ら ず じまい だ っ た 。 副 


っ て る, 














アシ ナシ トカ ケ ゲ ケ 科 47g7777 が 7e 


アシ ナシ トカ ゲ 科 の トカ ゲ は ., 長く て な め 
ら か な か ら だ つき を し て お り , 他 の 科 の トカ 
ゲ に し ば し ば 見 られ る よう な 飾り (突起 や ひ 
だ ) が な い 。 し か も 多く の 種 で は 四肢 (し し ) 
が 多少 と も 退化 し て いて , 一 見 へ ビ の 仲間 の 
よう に 見 える 。 し か し , へ ビ と 違っ て 目 に ま 
ぶた が あり , その 内 部 形態 に も 明らか に トカ 
ゲ 目 と し て の 特徴 が 認め られ る 。 ま た , 尾 に 
自 切 性 が ある 点 も ヘビ と 異な る 。 皮 膚 の な か 
に は 皮 骨 板 が あり . 手 で さわ る と 厚く て か た 
く 感 じ ら れ る 

この 科 の トカ ゲ は いずれ も 地表 で 生活 する 
多く の も の は 比較 的 大 型 の えさ (小型 の 奪 椎 
動物 や ミミ ズ , ナメ クジ な ど ) を と る 傾向 を 
も つが 、, 小さ な 昆虫 (こん ちゅ う ) や クモ 類 
を 食べ な いわ け で は な い 。 種 に よっ て 卵生 の 
も の と 卵 胎生 の も の が ある 。 

この 科 に は 74 種 が 含ま れ , アシ ナシ トカ ゲ 
亜 科 、 アリ ゲー ター トカ ゲ 亜 科 , ギャ リウ ォ 
スプ 亜 科 の 3 亜 科 に 分 けら れ て いる 。 分 布 域 
は か な り 広 い が , ギャ リウ ォ ス プ ブ 亜 科 を 除け 
ば 北半球 の 暖 帯 に 限ら れる 。 こ の よう な 現象 
は 克 虫 (は ちゅ う ) 類 で は か な り 珍 し い 


アシ ナシ トカ ケ 亜 科 


人 イ 7g7477276 
アシ ナシ トカ ゲ 347g4s og7775 


アシ ナシ トカ ゲ は 1 亜 科 1 属 1 種 の トカ ケ 
で ある 。 全長 は 約 50 セ ンチ , まっ た く 四 肢 が 
な く , 外観 は へ ヘビ に よく 似 て いる 。 尾 は 30 セ 
ンチ に も な る が ., 完全 な 尾 を も っ た 成熟 個体 
を 見 つけ る の は むず か し い 。 尾 は 切れ や すく ., 
再生 に 時 間 が か か る うえ ., 切れ た 部 分 の 10 一 
15 パ ー セ ント し か 再生 し な いか ら で あ る 。 体 
色 は 全体 に 茶色 っ ぽく , 雌 で は か ら だ の 両側 
に 幅広 い 濃 色 の 帯 が ある 。 子 トカ ゲ は 背面 が 
銀 灰 色 で 、 黒 い 正 中 線 が 縦 に 走っ て お り , 腹 
面 は 濃い 灰色 を し て いる 

分 布 域 は 、 北極 圏 近 くに まで いた る ヨー ロ 
ッ パ の 全域 と 小 ア ジア , イラ ン で ある 。 地 上 
に すみ , 落ち 葉 の 腐食 や 湿っ た くさ むら な ど 
の な か に いる こと が 多い 

この トカ ゲ は し ば し ば 夜明け や 夕方 に 動き 
まわ る 。 こ れ は , えさ と な る 無 春 椎 動物 の 活 
動 時 間 が その ころ だ か ら で あ る 。 か れ ら は き 
ば の よう な 形 の 鋭い 歯 を も っ て お り , 柔らか 


い 獲 物 、 と くに ミミ ズ や ナメ クジ な ど を むさ 
ぼる よう に 食べ つく す 。 ま た ., 農作物 に 害 を 
与え る 昆虫 の 幼虫 な ども 食べ る 。 し た が っ て 
か れ ら は 有益 な 動物 と いえ る が , フラ ンス で 
は その 次 や 歯 の 形 な どか ら 猛 毒 を も つと し て 
応 れ られ て いる 。 

10 月 に な る と か れ ら の 食欲 は 目だっ て 減退 
し , 11 月 来 に は 冬眠 に は いる 。 し か し , 冬 の 
間 も 気 温 が と くに あがっ た と き な ど 冬眠 場所 
か ら 抜 け だ し て くる こと が ある 。 冬眠 は 3 月 
ご ろ に 終わ り ,. や が て 繁殖 が 始ま る 

雄 は 生後 3 年 め の 春 か ら 生 殖 能 力 を も つよ 
うに な る 。 交尾 は 5 月 か ら 6 月 に か け て 行 な 
われ . 8 月 下旬 か 9 月 初旬 に 6 一 12 匹 の 子 が 
産ま れる 。 生 まれ た ば か り の 子 ト カゲ は 全長 
8、 9 セン チ 、 透明 で 黄色 が か っ た 毅 に 包ま れ 
て いる が , すぐ に 頭 部 を 敏 捧 に 動か し て 般 を 
破り . その まま えさ を 捜し に ちっ て いく 

成長 は 比較 的 お そく , 生後 1 年 た っ て も 11 
ー18 セ ンチ に し か な ら な い 。 し か し ., その 寿 
命 は トカ ゲ 類 の うち で も 最長 と いっ て いい ほ 
ど 長 く .。 コペン ハー ゲン 動物 学 博物 館 に いた 
も の で 54 年 と いう 記録 も ある 。 し か も ., アメ 
リカ の 春 虫 類 学 者 シュミット と イン カー に よ 
れ ば , この 個体 は 45 歳 の と き , 20 年 間 飼 育 さ 
れ て いた 雌 を 受胎 させ た と いう 


ご ガタ トカ ゲ の Zs4474S の e77777S 
は どう 見 て も へ ビ そ の も の だ ヵ 


し た トカ ゲ の 仲間 で ある 





に すみ , 成長 すれ ば 緑色 に な る 





ゾ タ トカ ゲ 尾 
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木 の 枝 に 巻 この 属 の も の は 北ア メリ カカ に すむ アリ ゲー 


アリ ケー ター トカ ケ 亜 科 四肢 を そなえ て いる 。 尾 は 長く . 
きつ く と と が で きる ター トカ ケ C. oez/7e/s を 除い て いずれ も 鋳 


この 仲間 は 入間 活動 し 、 昆虫 や クモ , 小さ 生 で ある 
な トカ ゲ な ど を 食べ る 。 歯 は , 柔らか いも の 
し か 食べ られ な い ア シナ シト カゲ の も の と 違 ヘビ カタ トカ ゲ 属 の ⑦/sde7cs 
この 亜 科 は 北半球 の 亜熱帯 に か な り 広 く 2 い . も の を か み 砕 く の に 適し て いる 
カゲ の 習性 で お も し ろ い の は ., 捕え この 属 に は 11 種 が 含ま れ , 合衆国 中 央 部 か 


Ce777 の 720777276 


布 し 。 以下 に 述べ る 2 属 を 含ん で いる この ト 

られ る と 後肢 (こう し ) の 1 本 か 尾 を 口 に く ら 北 アフ リカ 、。 南東 ヨー ロッ パ . 西 ア ジ アァ の 

アリ ケー ター トカ ケ ゲ ケ 属 わ え こみ .、 し ば らく じっと し て いる 点 で ある 地中海 ヒマ ラ ヤ の 南 を 通っ て 中 国 南 部 
ょ いか が 。 一 説 に よ に いた る 間 状 の 地域 に 分 布 する 


Co777 の 7 の 777 ゞ いら 身 を 守る 方 8 ある と いう この 届 の トカ ゲ は アリ ゲー ター トカ ゲ 属 の 


捕え る と その 頭 か 尾 か ら の みこ # 5 の ど 較 OCG 二 の の が か が なく 。 アシ ナシ トカ ア 


自分 て 丸まっ て 【 と 同様 。 へ ヘビ の よう に 見 える 。 胴体 の 両 わ き 


この 属 は 合衆国 西部 、 メ キミ 
リカ に 分 布 す る 大 き さ は 中 型 
セン チ ) で 。 非常 に 細長 いか ら だ を 


た ジ ド カク グ だ 異な 【 


カゲ の 頭 や 尾 を 見 つけ る こ 征 に 走 つ て いる 。 こ の みぞ は アリ 
の みみ だ め な く な っ で し まう づ うとい めい トカ ゲ 属 に も 見 られ る も の で 。 大 き 


が 。 アミ ぅ うわ け な の た な 獲物 を の みこ ん だ と き 胴 体 を ひよ ひろげる の に 


PC た が 








役 だ つ らし い 。 雌 の 場合 は 妊娠 し た と き に も 
同様 の 働き を する らし い 。 全 長 は 40 セ ンチ の 
も の か ら 120 セン チ の も の まで ある 。 

尾 の 長 さ ( 総 排出 口 よ り 後ろ の 部 分 の 長 さ ) 
は 全長 の 約 半 分 も ある 。 こ の 尾 は 高度 の 自 切 
性 が あり , し か も , 切り す て ら れる と いく つ 
か の 破片 に な っ て 砕け ちっ て し まう 。 この た 
め , この 属 の トカ ゲ は 英語 で は Glass Snake 
(ガラ ス の へ ヘビ と いう 意 ) と 呼ば れ て いる 。 再 
生 し た 尾 は も と の 尾 よ り 短 い 

この 属 の トカ ゲ は 草 や や ぶ に お お われ た と 
ころ に 生息 し 、 その ほとん ど は 夕方 か 夜間 に 
活動 する 。 え さ は お も に 昆虫 類 だ が , 北ア フ 
リカ 産 の ひ . な we777 な or7 な ど は 小さ な トカ ゲ を も 
食べ る 。 な お , この 属 の トカ ゲ の 歯 も . も の 
を か み 砕 く た め の も の で , 何 本 か は 鈴 骨 ( じ 
0 こり 09『E 還 も は え で いる 。 

繁殖 習性 は 卵生 で ある 。 ベ トナ ム か ら 中 国 
南部 に か け て 分 布 す る へ ヘ ヒ カタ トカ ゲ の 太 み 太 
は 夏 に 朽ち 木 や 石 の 下 の く ぼ み に 5 一 7 個 の 
卵 を 産み . 周囲 で それ と な く 見 張っ て いる 。 
この 卵 は 約 1 か 月 で 和 化 する 。 


キャ リウ ォ ス フ 亜 科 
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この 亜 科 は 4 属 を 含み , 熱帯 アメ リカ ., 西 
ィ ン ド 諸島 に 分 布 す る 。 そ の 生態 に つい て は 
あま り 知 られ て いな い が , お そら く 他 の アシ 
ナシ トカ ゲ 科 の 仲間 と 似 た よう な 生活 を 送っ 
て いる も の と 思わ れる 。 








キャ リウ ォ ス プ 属 / ヵ /og7osss の も の は 非 
常に 短い あし を も っ て お り , それ に は 短い 5 
本 の ゆび も そ な わ っ て いて , あし と し て の 機 
能 を 完全 に 果たし て いる 。 し か し , 南ア メリ 
力 に すむ アシ ヒキ トカ ゲ 属 Ozocs の も の は 
前 肢 を 欠き , 後肢 も 痕跡 的 な も の に 退化 し て 
し まっ て いる 。 な お , この 属 の うち の 1 種 は 
卵 胎 生 で ある こと が わか っ て いる 。 


バル カン へ ヘビ カタ トカ ゲ の ps7es の oc が 4s。 
全長 1.2 メ ー ト ル 、 無 肢 の トカ ゲ の 最大 種 だ 。 
バル カン 半島 と 小 ア ジア に 生息 し, 性 質 は 攻撃 的 て 
トカ ゲ や へ ヘビ, 小型 の ネズ ミ な ども 食べ る 。 

アシ ナシ トカ ゲ 科 へ ビ ガ タ トカ ゲ 属 。( 上 ) 


万 4 が 7 の CC ひ 


ギン イロ アシ ナシ トカ ゲ 科 


イ 777e77777e 


この 科 に は ギン イロ アシ ナシ トカ ゲ 属 
3 の 77 の 2 種 が 含ま れる だ け で ある 。 こ の 
科 は アシ ナシ トカ ゲ 科 と 類縁 が 近く ,. その 1 
亜 科 に すぎ な いと 考え る 学者 も いる が , それ 
と は 異な っ た 特徴 も いく つか 見 られ , 別 の 科 
と し て 分 類する ほう が よい と 思わ れる 。 そ の 
特徴 と いう の は 地 中 生 活 に 適応 し た も の で . 
と くに , 尾 が 短い こと や 耳 也 が な いこ と , 下 
あご が か が 穴 掘り に つ ご う の よ い 形 を し て いる こ 
と な ど が あげ られ る 。 ま た , 四肢 は 完全 に 退 
化し て お り , 内 部 痕跡 すら 見 られ な い 。 

キン イロ アシ ナシ トカ ゲ 34./7cz7o は 全長 
20 セ ンチ た ら ず , その 名 の と お り 背 中 は 銀色 
で . 腹面 は 黄色 く , 非常 に つや や か な か ら だ 
を し て いる 。 も ちろ ん 四肢 は な い 。 カ リフ ォ 
ルニア 沿岸 地方 . すなわち サン フラ ン シ ス コ 
と カリ フォ ルニア 半島 の 根 も と と の あい だ に 
分 布 し 、 砂 地 や 砂 質 壌 土 の と ころ に 穴 を 掘っ 
て すん で いる 。 卵 胎生 で . 卵 は 母親 の 胎内 で 
財 化 し , 幼体 と な っ て 生ま れ て くる 。 

この 科 の も う 1 種 は ジェ ロニ モ ギ ン イ ロア 
シナ シト カケ ゲ 4 gerogaes7s と 呼ば れ , メキ 
シコ 半島 の 両 岸 や ジェ ロニ モ 島 に 生息 する 。 


あし の ある アシ ナシ トカ ゲ 、 ギ ャ リウ ォ ス プ 亜 科 。 
後肢 だ けし か な いも の も いる が 
写真 の og/oses csc474s の よう に 
前 肢 。 後肢 4 本 と も そなえ て いる も の も ある 。 
アシ ナシ トカ ゲ 科 ギャ リウ ォ ス プ 属 s( 下 ) 

/7 の - 訂 777OAV7OW 
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ワニ トカ ゲ 科 eos/7776 


この 科 に は , 外形 的 に も 分 布 域 に お いて も 。, 
か な り 異 な っ た 2 属 が 含ま れる 。 中国 南部 の 
カン シー (広西 ) 省 に すむ ワニ トカ ゲ 属 
Sseerzs ( 1 種 の み ) と 、 メ キシ コ か ら グ 
アテ マラ に か け て 分 布 す る メキ シコ トカ ゲ 属 
Xezosgz7s ( 3 種 を 含む ) が それ で ある 。 

ワニ トカ ゲ erocog/7s は カン シー 省 東 
部 の ヤオ シャ ン ( 到 山 ) 地 区 で し か 見 つか っ て 
いな い 。 全長 30 一 35 セ ンチ ., 頭 の 幅 は 狭 く , よ 
く 発 達し た 四肢 を も っ て いる 。 背 中 と わき 腹 
に は 稼 の ある 大 型 の うろ こ が 縦 に 並ん で いる 
尾 は 側 扇 し て お り , その 側面 に 大 型 で 幅 の あ 
る うろ こ が 前 後に 規則 正しく 並び , 尾 の 背面 
で 山形 に 盛り あがっ て いる 。 こ の た めこ の ト 


メキ シコ ドク トカ ゲ 。 ド クト カゲ 科 ド クト カゲ 属 . 
世界 に 2 種 し か いな い 有 毒 トカ ゲ の 1 種 . 
無 気 味 に ちら つく 〈 二股 の 舌 は , 空気 中 の に お い を 











ヤコブ プン ン 人 器官 と 呼ば れる 口内 の 喝 覚 器官 に 
送り こも 役割 を 果たし て いる 。( 上 ) 
ア 7 7 74W カ 7 ル ) 








カゲ は 小さ な クロ コ ダ イ ル の よう に 見 え , そ 
こ か ら ワ ニ ト カ ゲ の 名 が つけ られ た 。 し か し , 
再生 し た 尾 に は 小さ な うろ こ が あ る だ け で あ 
る 。 生態 に つい て は ほとん ど 知 られ て いな い 
が , 半 水 生 ら し く , 日 あたり の いい 川 べ の 土 
手 の 樹 枝 に よじ 登り 、 危険 を 感じ る と 水中 に 
飛 び こ ん だ り , 石 の 下 や 木の根 の あい だ な ど 
に 隠れ る の が 観察 され て いる 。 昆虫 や 小 魚 , 
オタ マジ ャ クシ な ど を 捕食 する 

メキ シコ トカ ゲ 属 の 3 種 は と も に 中 型 (25 
ー40 セ ンチ ) で , 四肢 は よく 発達 し . 中 国 の 
ワニ トカ ゲ よ り も 幅広 い 頭 を も つて いる 。 尾 
は ワニ トカ ゲ と 違っ て 円 筒 形 で 、 大 型 の うろ 
こも な い 。 皮膚 に は ワニ トカ ゲ と 同様 皮 骨 
板 が あり , いぼ 状 の うろ こ が 散 在 す る が , ワ 
ニ ト カ ゲ の よう な 稼 の ある 縦長 の うろ こ は 見 
られ な い 











"ヒー ラ の 怪物 ” アメ リカ ドク トカ ゲ 

いっ た ん か みつ いた ら 最 後 , 容易 に は 離さ す 
毒 腺 か ら 分 泌 し た 猛毒 を 傷口 に 浸 へ ん こ ませ て 
相手 の 呼吸 中 枢 を 麻痺 させ て し ま 3 

ドク トカ ゲ 科 ドク トカ ゲ 属 。( 下 ) 





7 万 だ - す 万 WCE 太 


トク トカ ケ 科 太 /o/7777(77c 


この 科 は 、 数 多い トカ ゲ 類 の な か で も 唯一 
の 有 赤 組 織 を も つ ト カゲ の グル ー ブ で ある 

ドク トカ ゲ 属 の 2 種 だ けが 含ま れ 、 い ずれ も 
よく 発達 し た 四肢 と 肉 づ き の よ い 尾 、 ど っ し 
り し た か ら だ を も っ て いる 。 度 膚 の な か に は 
皮 骨 板 が あり ,、 ざら ざら し た 感じ が する 。 ト 
カゲ 類 に 広く 見 られ る 尾 の 自 切 性 は この 科 に 
は な い 。 舌 は か な り 長 く , 二股 に 分 か れ て い 
て 、 前 方 に の ば すこ と が で きる 


アメ り 衝 外 記 内 か 


7z/7o777277 Nd/S77CC777770 


アメ リカ ドク トカ ゲ は 合衆国 南西 部 の 半 砂 
漢 地帯 こ 分 布 す る 。 英 語 で は Gila Monster 
つま り “~ ヒ ー ラ の 人 怪 物 ” と 呼ば れる が , これ は 
コロ ラド 川 支流 の ヒー ラ 砂 漠 に 比較 的 多く す 
ん で いる た めで ある 。 

全長 は 40 一 50 セ ンチ , どっ し り し た か ら だ 
つき を し て いる 。 か ら だ の 地 色 は 時 か 茶色 で 、 
ピン ク か 薄 黄 色 の 斑紋 が ちら ば っ て いる 。 こ 
れ ら の 斑 は だ いた い 横 に 並ん で お り , 尾 の 部 
分 で は か な り 規 旭 的 な 4、5 個 の 帯 模様 と な っ 
て いる 。 あ し は 短い が が ん じょう で , 強力 な 
つめ を も っ て いる 。 尾 は 太く , 先端 が 丸み を 
お びている 。 こ の 尾 に は 余分 の 栄養 が 脂肪 と 
し て た くわ えら れ て お り , 乾期 が 長 び いて 食 
物 が と れ な く な っ た りす る と . 脂肪 が 消費 さ 
れ て ぺ し ゃ ん こ に な っ て し まう 。 う ろ こ は 小 
さく , 円 雛形 を し て いて , た が い に 隣 りあ っ 
て 並ん で いる 。 こ の た め , 上 度 膚 は ビー ズ 玉 に 
お お われ て いる よう に 見 える 。 

この トカ ゲ は , は な は だ の ん びり し た 動物 
で ある 。 長 い 乾 期 は 深い 穴 の な か で 過ごし . 
6 月 か ら 8 月 に か け て の 雨期 に だ け 活 動 す る 。 
その 時 間 も ほ と ん ど 夜 に 限ら れ , 夕方 、 す み 
か か ら 出 て き て 周囲 の 不毛 地帯 を ゆっ くり 歩 
きま わる 。 動 作 は 鈍く , 速く 動く も の は 追え 
な い 。 そ の た めか , えさ は 地面 に 果 を つく る 
鳥 の 卵 や ひな 。 巣 に こも っ て いる ネズ ミ の 子 
な ど が 中 心 と な っ て いる 

ドク トカ ゲ は 目 が よく 見 え ず , 獲物 を 捜す 
の は も っ ぱら 吊 覚 (きゅう か く ) と 味覚 に よ 
っ て いる 。 と いつ で も 。 イヌ や 人 間 な ど と 違 
い 、 へ ビ や トカ ゲ は に お い を 鼻孔 か ら 感 じ と 
る こと が で き な い 。 そ の か わり . 口 薔 に ヤ コ 
ブ ソ ン 器 官 と 呼ば れる 袋 状 の 感覚 器官 が あり 、 
これ に よっ て に お い を か ぎ と る 。 ド クト カゲ 
は 舌 を 絶え ず 出し 入れ し て いる が ., これ は 空 


気 中 の に お い を 口内 の ヤコブ ソン 器官 に 送り 
こん で いる の で ある 。 こ の 器官 は また , 味覚 
器官 と し て の 役割 も 果たし て お り , と くに ・ 


ビ 類 で よく 発達 し て いる 
志 を 出す し くみ 


ドク トカ ゲ は 非常 に 強力 な 毒 腺 を も つ 。【 
か し , その 分 泌 器 官 は へ ヒ と っ て 下 あ こ に 
が か な く 。 し か も , ビ ほ と 発達 し て いな い 
呆 は 上 あご で も 下 あ ご で も 一 別に 並ん で いて 、 
特別 な 毒 衝 に 分 化し て は いな い 。 歯 に 2 ぞ が 
ちあ る が . この みそ が 毒 腺 と 連絡 し て いる わけ 
で も な い 。 赤 腺 の 開口 が ある の は 下 あ この 両 
側 、 それ も 歯 の 根 も と か ら 少 し 離れ た と ころ 
な の て ある し た か が か が っ て ,. トク タクト カケ に か ま 
れ て も す こ 和 が 注入 され る わけ て は な い 
は まず 口 の な か に 流れ だ し . これ が 歯 に あ 
る みぞ を 伝わっ て 修 の な か に し みこ む の で あみ 
る 。 こ の た め . トク トカ ゲ は 毒 が し みる ま て 
ば らく か み 続 け て いな けれ ば な ら な い 。 事 
た 、 ド クト カゲ は あご の 筋肉 が 強く . 歯 も し 
が 25 し た ん か みつ いた ら 最 後 。 口 を 
あけ させ る の は 容易 な わざ で は な い 
クト カゲ の 毒 は コブ ラ の 毒 と 同様 。 神経 


を 冒す 性 質 の も の で 、 か まれ る と 呼吸 中 枢 か が 


株 理 す る 。 し か し 、, を 採取 する の が むず か 
め 、 この 咳 症 に 効果 の ある 免疫 血清 は 


も 

へ や 

NIS NN 
wi 


が Se:05 オ ERONEEUN。 だ だ し 。 ド 錠 ドカ 女 
は それ ほ と 危 険 な 動物 で は な い 。1956 年 の 報 
宮 に よれ ば ,. ドク トカ ゲ に よる 人 間 の 死亡 例 
ま 全 部 で 8 例 知 られ て いる が , その ほとん ど 
は アル コー ル 中 毒 加 者 や 酒 を 飲ん で いた 人 で 
ドク トカ ゲ の 毒 の 単独 効果 で 死ん だ の で は な 
いら し い 。 それに. この トカ ゲ は 自分 の ほう 
か ら 人 間 を 毅 う こと は 決し て な い 

ワ メ リカ トク トカ ゲ は 卵生 で , 肉 は 長 さ 6 
セン チ 、, 峠 3.5 セン チ ぐ らい の 卵 を 3 一 15 個 
産む 。 自然 の 状態 で の 繁殖 習性 に つい て は ほ 
と ん ど 何 も 知ら れ て いな い が ., 交尾 は 7 月 に 
行なわ れる らし い 。 産卵 は 7 月 末 か 8 月 は し 
め 。 卵 は 混 っ た 砂 の な か に 埋め られ ., 約 1 か 
月 で 遇 化す る 





クト カゲ 科 の も う ひ と つの 種 は メキ シコ 
トク トカ ケ orz7 が or777776。 で 、 メキ シコ 
西部 に すむ 。 ア メリ カド クト カゲ に 非常 に 近 
い が 、 体 色 が や や 異な り 、 尾 も 少し 長い 。 ま 

必 の 淀 状 の 斑紋 は 6, 7 個 あ る 。 皮膚 は ア 
ムリ カド クト カゲ 同様 . ビー ズ 玉 の よう な う 
ろ こ で お お われ , 英語 で は Beaded Lizard ( ビ 

玉 で お お われ た トカ ゲ の 意 ) と 呼ば れる 
生 態 に つい て は , さ ほ と 不毛 で な いと ころ に 
も すん で いる こと を 除け ば , アメ リカ ドク ト 


カゲ と ほとん と 変わ ら な い 


ミミ ナシ トカ ゲ 科 


7 777720 の 77 76 
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この 科 に は ミミ ナシ トカ ケ / ん cz47zo744* 
yzeezss 1 種 し か な い 。 ボ ルネ オ 北 西部 の サ 
ッ ワ ク だ け に すみ , 現地 人 と 礎 虫 類 学者 以外 
に は ほとん と 知ら れ て いな い 。 全長 30 一 40 セ 

チ た 。 外見 は 小さ い ド クト カゲ と いっ た と こ 
ろだ が . も ちろ ん 毒 腺 や みぞ の ある 歯 は な い 
うろ こ は 小 さく 粒状 だ が . 背中 に は 大 型 の う 
ろ こ が 縦 に 6 列 に 並ん を で う ね に な っ て いる 
目 は 非常 に 小さ く . 下 ま ぶた の 中 央 に 半 透 明 
な 大 型 の うろ こ が あ っ て , 目 を 閉じ て も 外 を 
見 る こと が で きる 。 名 まえ の と お り , 人 耳 孔 
は な い 。 皮膚 の な か に は 皮 骨 板 が ある 。 舌 は 
か な り 長 く , 先 が 二 股 に 分 か れ て いて , 前 方 
この ば すこ と が で きる 。 尾 の 自 切 性 は な く , 
事故 で 切れ る と 再生 は きか な い 

この トカ ゲ は 夜行 性 。 半 地 中 性 らし い が , 
その 具体 的 生態 に つい て は お よそ 何 も 知 られ 
と いな い 。 いま まで に ご くき だ ま 捕 えら れ 
た も の は いずれ も 水辺 で 見 つか っ て お り 、, 泳 
き ぎ は うま いら し い 。 飼育 下 の 観察 で は 鈍い 
動作 を 見 せ , 湿気 を 求め 、 ニ ニワトリ や カメ の 
狼 だ け を 食べ た と いう 





本 稚 -( 帯 
を あさ キナ 
) 長 い 銘 ン 
所 は 団 琴 の ころ は p 人 ム な る 


が だ 777V- ガ が 7 た (077 た 7 V 7 
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に は ロッ パ や 北ア トー トル を 越す 大 型 種 だ が . 過去 に は も っ 
補 『 多い 。 地質 時 代 に は ヨ トル を 越す 大 型 種 た が 、 選 
オオ トカ ケ 科 7 0 と 巨大 な も の も 生息 1 ぶり .、 た と えば オ 
ー 7 4 し いい バー 


オオ トカ ゲ 類 の 外観 は 種 に よっ て ッ リ ア の 更新 世 の 化石 種 に は 10 メ ー ト ル 


- こ の 科 に は 現在 約 30 種 が 属し 、 いす れ も オ 疾 異 が な い か し 、, 全長 は 3 6 ] に 達する も の が ある 。 オ オト カゲ 類 は く び が 
キ 


の ca で てい ヽ ー + 
オト カゲ 属 j 6 4 ワ ド オ オト た yr7 の e77S7S か から 2 > こ を く 。 頭 を 地面 か ら 高 < ちあ け て いる こ < 
に 時 777Z7777 さ 7 さ ) ・ 


ア 南 部 、 イ ント . トラ 小 ビオ オト カゲ と だ た cp ) に が 多い 。 尾 は 円 筒 形 の も の も 扇 平 な も の も あ 

に 分 布 し , と くに く ト ラリ ア に は 種類 が S ま で さま ざま で ある 。< を 数 以上 | る が いずれ も 長く , し ぅ か り し て いる 。 あ 
し は し ょ うぶ で ,。 強力 な つめ が つい て いる 。 

皮膚 の 皮 骨 板 は コモ ド オ オト カゲ に し か 見 ら 


れ な い 


へ ビ と の 類似 性 


この 科 は さま ざま 
ひと つ は 顕 蓋 の 解 
で ある 。 か れ ら の よう な 大 型 の トカ ゲ は >: 
と 同様 . 獲物 を か まず に の み 下 す た め 、, 
よう な 近似 現象 が > た も の らし い 
オオ トカ ゲ 類 は へ ヘビ と 同じ く 尾 に 自 切 
いっ た ん 切れ れ ば 再生 し ヵ 


ロ 腔 に ある ヤコブ ソ > 
あり か を 確か め る これ ら の 特徴 1 
ゲ 類 に も 見 られ る こと が ある が . 
類 ほ ど と 顕著 で は な い 


食性 は 肉 ある 


7 が (に ん だ VM4AS- オ 774S アガ の 7 の 
7 ルル だ 47ー/ オ 4 4 





らい 』 笛 ceA 才 6 
* 導 > * 


「 赴 " 








は 双 眼 視 の 視野 が トカ ゲ 類 の 


稚 物 を 追 


繁殖 習性 は 卵生 で 巣 名 


- に 産 狼 する 
と が か ある 。 か れ ら は 
> た ん か ん た 獲物 


か ら 細 南 


自 」 


ゲ の 毒 腺 [ 
実際 に は オオ 
壱 冬 官 は ま 
トカ ゲ の 』 


長く か み を 


2777274S の 7777S 


7 だ. sg/pz7o777 


P7.7 2ZS77-4 が 4 7070C47777CS PSC7777CKEK 





Ki み カ だ が 。 成 料 じ た だ 
も の は 子 ト カゲ ほど と 似 


て いな い 場 合 が 多い 
完全 な 尾 を も つこ と が 
まれ だ か ら て ある 。 尾 
は 非常 に 切れ や すく 〈, 
し か も , 再生 は ゆっ 〈 
を ON4D オ れる (981 に 
再生 し た 尾 は も と の 長 
さよ り ず っ と 短 か い 。 
ア 刀 7 た 万 7 























7277777727744S 





引 二 トド 2 半 洲 ト カゲ 


7/7r777/7S た の 777o7 の e7/S が 、 


J] モ ド オ オト カゲ は 世界 最大 の トカ ゲ と し 
て 知ら れ , 伝説 的 に は 7 メー トル に も な る < と 
いわ れる 。 実際 に は 全長 3.5 メー トル . 体重 
130 キロ ぐら い が 限 度 だ が , 世界 一 で ある こ 
と に 変わ り は な い 

この 巨大 な トカ ゲ が 発見 され た の は ., し カ 
し , や っ と 1911 年 に な っ て か ら の こと で ある 
それ も , まっ た く 偶 然 に オラ ンダ の 飛行 士 が 
スン ダ 列 島 の コモ ト 鳥 沖合 い に 不 時 着 し て 見 
うっ けた の で ある 。 こ の トカ ゲ は スン ダ 列 島 の 
] モ ト 島 。 リン チャ 島 。 パ ダ ー ル 島 。 お よび 
フラ ロー レス 島 の 西岸 に の み 生 息 す る が これ 
ら の 島々 に 渡る の は 容易 で な く , それ まで い 
か な る 科学 遠征 隊 も ここ を 訪れ た こと が な か 
> た 。 飛 行 士 の 話 も . は じ め は 喘 笑 で 迎え ら 
れ た 。 し か し , 翌 1912 年 。 ジ ャ ワ 島 の ボ ゴ 
ル 博 物 館長 だ っ た オー ウェ ンス に より 飛行 士 
の 見 た 事実 が 科学 的 に 立証 され , 以来 . この 
黙示 録 的 動物 は Komodo Dragon (コモ ト 伺 の 
龍 の 意 ) の 名 で 世界 的 に 知ら れる よう に な っ 
た の で ある 。 現在 は ,、 イン ド ネ シア 政府 の 厳 
重 な 保護 の も と に ある 。 

か ら だ が 大 きい だ け あ っ て , コモ ド オ オト 
カゲ は 大 食 漢 で ある 。 成 熟し た 個体 は 腐 肉 を 
好み 、 ス イ ギ ュ ウ の 死体 な ども むさ ぼる よう 
に 食べ つく し て し まう 。 病気 の け も の を 攻撃 
ある と と も 多く 。 また 。 牌 き 湊 較 279021 ラ ん ラジ 
シ の 子 を 表 う こと も ある 。 し か し , 最近 は 大 
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の 動物 が 少な く な っ て し まっ つっ たため, サル 
の よう な も っ と 小さ い 獲 物 を 捕え て いる 。 若 
く 小 さ な 個体 は 昆虫 (こん ちゅ う ) や トカ ゲ . 
ネズ ミ な ど を 食べ る 。 獲物 を 食べ る と き は . 
強い あご を 使っ て 好み の 部 分 (コモ ド オ オト 
カゲ は きま っ て 内 臓 と 知 を 最初 に 食べ る ) か 
ら 食 いち ぎり ,. か まず に その まま の みこ も む 
] モ ド オ オト カゲ の すむ 島々 は 丘陵 が 多く . 
熱帯 降雨 林 と 草原 に お お われ て いる 。 か れ ら 


ヵ ぇ る サ オ オ 
+ ZN を る 
也 准 お EETE。 SS よ を て は お れ す 
さ ォ ー- ハ な 死闘 を 削 に 3 ナオ さよ な な 
オ オ アビ オ オ カゲ 必 


アア 777.S 7 が 7 


L/ 


ダメ の か あま 
2 1 


1 日 に 数 キロ も 歩き まわ る こ ょ と 


さえ ある 。 夜 は 自分 で 掘っ た 穴 の な か に 隠れ 


産卵 は 雨期 の 終わ る ころ に 行なわ れる 。 典 
は 長 さ 10 セ ンチ , 幅 6.5 セン チ の 大 き な 白 い 
卵 を 約 25 個 産み , 砂 の な か に 埋め る 。 こ の 卵 
は 6 一 8 週間 後に 著 化 し 、20 一 25 セ ンチ の 子 


が 出 て くる 








カ 系 ナ デ 
キオ カゲ の すさ キ 
も の の 死体 を むさ は ほ 食 

= サ SE 





導 る 


) 
Y 
6+ 
1 
\ 
1 
し 


アー た た が N 
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サハ クオ オ 素 訪 が 


7777044S 77Se7S 


> と アジ ア 南 西部 、 イ - 
陸生 種 で ある 
尾 は 円 筒 形 
砂 正 に すみ , スナ トカ ケ 
よ ト ヘ ビ を の みこ み 、. 


ュ J ゲ の 胃 か ら 64 セ ンチ 
砂漠 周辺 の # 


お も # 


玉 | 


品 
1 9/ 
は 砂 の な か | 


簡単 な も の で , 寒い 時 期 に は そこ で 冬眠 


陸生 の オオ トカ 中 ま 。 と の ⑦ の ほか, オー ス 
トラ リア オオ トカ ケ gzgrz7ers と スナ オオ 
トカ ケ ゲ と gz が 7 (と も に オー スト ラリ ア に 分 
布 )、 サ ハン ナオ オト カケ / Az が eo77 (7 


の 0 りり IE ビ 志す が あり サバ クオ オト カケ 


と 同じ し 習性 を も つこ と が 知ら れ て いる 


ナイ ルオ オト カケ 


77 が 45 777/ の 77C/S 


いま まで に 述べ た オオ トカ ゲ 類 と 異な り , 
ナイ ルオ オト カゲ は 半 水 生 で ある 
・ ナイ ル 有 川 流域 か ら 喜 


まで アフ リカ 全土 に 見 られ る が 


に 、 





西部 の 砂漠 
上 で 日光浴 を 


繁殖 習性 は 卵 。 ロア リ の 巣 の な か 


リ の 巣 の 外壁 が 


産 狼 する 


の) 


と 外壁 を すぐ に も 修理 する 


こ シ ロア リ の 通路 に よっ て 
月 後に 無事 農 


カケ は 


生活 有 
ス オ オ トカ ケ 


の 種 は 不 に 


むむ マル テン ス オ オ トカ ケ どど 太 /77e7xs7 


1 日 一 
間 ちあ る 


7 SC77 カ が CC た た 





ミミ スト カケ 科 


7 7s07e77777c 


この 科 は 100 種 以 上 を 含み 、 の ち に 述べ る 
2 亜 科 に 分 けら れる 。 分布 域 は 南ア メリ カ と 
2256 こ 一 部 は 導 宛 メリ カカ の ジラ オル 

沿岸 や フロ リ ダ 、 西 イン ド 諸 島 。 お よび 
ィ ベ リア 半島 南部 、 トル コ , アラ ビア 半島 に 
も ひろ が っ て いる 

この 科 は . その 解 割 学 的 特徴 か ら ト カゲ グ 目 
こ 含 め ら れる が , か ら だ が 円 筒 形 で 長く ミ 
ミズ そっ くり の 外観 を し て いて 、 と て も トカ 
ゲ の 仲間 に は 見 えな い 。 地 中 生活 を する た め , 
目 は 非常 に 小さ く , う ろ こ に お お われ て いて , 
まぶた が な い 。 外耳 了 所 も な い 。 四肢 ( し し ) は 
消失 し て いる (フタ アシ ミミ ズ ト カゲ 属 だ け 
は 前 肢 が 残っ て いる ) が , 他 の 無 肢 の トカ ゲ 


ょ 


「 NN 『 
0 も 





と 異なり, 移動 する と き は , か ら だ を 左右 に 

で は な く , シャ クト リム シ の よう に 上 下 に く この 科 は 。 北ア フリ カ に すむ コモ チミ ミズ れ ば , 上 下 や 左右 に 扇 平 で . 大 型 の うろ こ に お 

ね ら せ て 進む 。 う ろ こ は か ら だ の まわ り に 環 トカ ゲ 属 を 除け ば , すべ て 卵生 て ある 。 食物 お われ た 骨 質 突起 ( 史 和 ) を も つも の も ある 

状 に 並ん で いる 。 皮 膚 の 皮 骨 板 は な い 。 地 中 は 小さ な 無 奪 椎 ( む せき つい ) 動 物 , と くに ア この 史 肝 は 土 を 掘る と き に シャ ベル の よう な 

生活 に 適応 し て 頭 寺 は が ん じょう で ある ) り や その 他 の 終 虫 て ある 役割 を 果たし て いる らし い 。 体 色 は ふつ う 1 
ミミ ズ ト カゲ は か ら だ が 細長 いた め 。 右 肺 色 で ,、 ピン ク か が 薄茶 色 を し て いる 。 大 部 分 は 

が な く な り , 左 肺 だ け で 呼吸 する 。 こ の よう 30 セ ンチ 前 後 で 、 最 大 の も の (アフ リカ 中 央 


SS - 相本 
な 現象 は ヘビ で よく 見 られ , 肺 だ け で な く 臣 3: 人 人 ト カカ 0 四 村 部 に いる オオ ミミ スト カゲ 属 zoe777S の 1 


職 や 生殖 腺 の よう な 対 を な す 器 官 の 位置 が ず 種 ) で も 70 セ ンチ に は な ら な い 


7 が 7S が 77c727727C 


れ た り , 一 方 が 退化 し た りす る 。 し か し , へ この 亜 科 の も の は ミミ ズ スト カゲ 科 の 分 布 域 
ビ や 他 の 地 中 性 の トカ ゲ で は ., 左側 が 退化 し 、 の どこ に で も いる 。 ア メリ カ で は この 亜 科 の 
この 点 で も ミミ ズ ト カゲ は 特異 な 存在 と な っ この 亜 科 の トカ ゲ は さま ざま な 形 の 特徴 的 トカ ゲ は 熱 淀 の 森林 の 和 柔らか な 土 の な か に い 
UN な 頭 を も ち 、 上 鼻先 が 丸く な っ て いる も の も あ る の が ふつ う で , フタ アシ ミミ スト カゲ 属 


px の 3 種 も ご の よう な と ころ に 見 られ る 
この 3 種 は 前 肢 を も つ 例 外 的 な 存在 で 、 非 党 
< 退化 し た あし と は いえ , 一 見 正常 そう な ゆ 
び を も ち ., 小さ な つめ さえ つい て いる 
アフ リカ で は , この 亜 科 の トカ ゲ は サハ ラ 
砂 漢 以 南 に すむ 。、 し か し . セイ ヨウ ミミ スト 
カケ 属 ds だ け は 地中海 治 岸 に も ひろ が 
> て いる 。 こ の 属 の トカ ゲ は 夏 と 冬 に 休 有 眠 し 
地 中 深 く は いり こむ 。 そ れ 以 外 の 季節 に は 地 
表 近 くに すみ . と きど き 地 上 に も 出 て くる 


フト ミミ スト カケ 亜 科 


7 7 の go720777727c 


この 亜 科 は I 旧 世界 だ け に 分 布 し 、 コモ チミ 
ミス トカ ゲ ケ 属 77ogo が 人 な (北西 アフ リカ に 
すむ )、 ソ コト ラミ ミス トカ ケ 属 co74472745 
ソマリ ア の 東側 の ソコ トラ 和 鳥 ) アラ ヒア ミ 
ミス トカ ケ 属 eoe7o2o2 (アラ ビア と 近東 )、 





の も り 19 \ 皮 寸前 の モ ブナ < カ ケ セイ ヨ カ ケ が 7 Cc/70e7e//S 
了 : + 地 中 性 て も は 地 邊 生 治 スィ カゲ 和 桂 セ イ bP ィ カゲ グ 許 
タ な 5 ) 1 ーー の 5 さ h (に キ 行 す 
139 一 16 コモ チミ ミズ トカ ゲ 寿 の コモ ラブ バト カゲ は ちょ と 背中 を 出し て 日 光 浴 を する 程度 地 gk 
笠 昨 一 の 卵 胎生 種 て , 北ア カ に すむ も 。(」 な 大 気 に さ ら さ れ て は 迷惑 だ ろう 代 の 葉 は 振 率 の た め 石上 





7 ナカ ルオ 77 7/ 月 二 に 7777745 ガ [6 ) 7.7777770 オ ツイ 


ソマリ アミ ミス トカ ゲ 属 4g<7zo72 (ソマリ 
と アラ ビア 半島 南部 ) の 4 属 が 含ま れる 。 
この 亜 科 は 形態 的 に よく まとまっ た グル ー 
プ で 、 ミ ミズ トカ グ ゲ 亜 科 よ り は 明らか に 古い 
形質 を も っ て いる 。 外 見 は ミミ ズ そ っ くり で 。 
尾 ( 総 排出 口 よ り 後 ろ の 部 分 ) が と て も 短い 
た め 。 と き に タン ビ ( 短 尾 ) ミミ ズ ト カゲ と 
呼ば れる 。 ア ラビ ズ ト カゲ 属 を 別に す 
れ ば , 体 色 は 1 色 で は な く , 濃い 色 と 薄 い 色 
が 交互 に ぶ が ち に な っ て いる 
か れ ら の 習性 に つい て は ほとん ど 知 られ て 
いな い 。 し か し , 生活 様式 は ミミ ズ ト カカ 
科 と さほど 変わ ら な いと 思わ れる 。 ただ, 
れ ら ほど いつ も 地 中 に いる わけ で は な く , 
に は 背中 を 地表 に 出し て 日 光 浴 を する < 
ある 。 北 アラ リカ の ヨ 宅 チミ ミズ ド 力 な 7 
eezg727707 は 若い ツノ クサ リ へ ビ と よく まち 


居 
が われ , 猛毒 を も つと 思わ れ て いる 。 こ れ は 
むろ ん 誤 リ で ある 。 こ の 種 は ミミ ズ ト カゲ 科 
唯一 の 卵 胎生 種 で . 雌 は 9 月 に よく 発育 し た 
子 を 2 一 5 匹 産 む 。 子 は 親 の 約 4 分 の 1 の 長 
さ が あ り , 1 腹 の 子 全部 の 重 さ は , 分 既 後 の 
母 ト カゲ の 体重 と ほぼ 同 し ぅ うい ある 


77s の ze747 7g7722S7 
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ムカ シト カケ 目 
が yoce/ が 777 


ムカ シト カゲ 目 ( 頭 目 と も いう ) は 非常 
に 古い 礎 虫 (は ちゅ う ) 類 の グル ー プ で , 
畳 紀 か ら ジ ュ ラ 紀 に か け て の 地質 時 代 に 繁栄 
し た 。 5 科 23 種 が 知ら れ て お り , な か に は 全 
長 5 メ ー ト ル に も な る も の も ある 。 し か し . 
ムカ シト カゲ 科 の ムカ シト カゲ た だ 1 種 を 除 
きす べ て 化石 種 で ある 。 化石 は 南ア フリ カカ ., 
南ア メリ カ , ヨー ロッ パ . アジ ア か ら 発 見 さ 
れ て お り . 日 本 の 近く で は . 中 国 の リヤ オ 
ン ( 深 寧 ) 省 か ら AZvcoserds oriepf7fs が 
見 つか っ て いる 

ムカ シト カゲ 目 の 学 名 AAyzc が oe が 724 は 
ギリ シャ 語 で ` く ちば し の ある 頭 部 ′ の 意 で 


ある 。 大 昔 に 絶 減 し た ムカ シト カゲ 類 は みな 、 


キキ きた 化石 、 方 カ ケ 
外見 は 大 き な ト カゲ の よ うぅ) だ ヵ 

畳 紀 か ら ジ ュ ラ 紀 に か け て 生息 し て いた 
ムカ シト カゲ 目 の 動 物 の 唯一 の 生き の こり だ 
ムカ シト カゲ 科 ム カシ トカ ゲ 属 





上 あご の 前 端 (前 顎 電 ) が くち ば し の よう に 
突き だ し て いた 。 こ の 特徴 は 現在 の ムカ シト 
カゲ に も 明 量 に 見 られ る 


ムカ シト カケ ゲ 科 
S//e707o77/ 7/c 


ムカ シド 人 ケ 
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ムカ シド カゲ は ニョ ラン ト に 分 布 す 
る 。 発 見 され た 当初 は 、 と りあ え ず 外見 の 似 
て いる トカ ゲ 目 キノ ボリ トカ ゲ 科 の アガ マト 
カゲ 属 に 含め られ た が , まもなく . この 動物 
が トカ ゲ 目 の 仲間 で は な く ., 中 生 代 に 栄え た 


ムカ シト カゲ 目 の 最 後 の 生 きのこ り で ある こ 
と が わか り , 生き た 化石 “と し て 一 武 世界 的 


に 知ら れる よう に な っ た の で ある 


139 一 19 





ムカ シト カゲ 科 
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全長 は 50 一 60 セ ンチ 、 雄 の ほう が 雌 よ りや 
や 大 きい 。 外 見 は イグ アナ や アガ マト カゲ に 
似 て お り ,、 が っ し り し た か ら だ に , が ん じ ょ 
うな あし と 大 き な 顔 。 側 扇 し た 尾 を も っ て い 
る 。 ま た , く び か ら 背 中 , 尾 に か け て , 長い 
と げ 状 の うろ こ が た て が み の よ うに 盛り あ が 
っ て いる 。 全体 の 色 は オリ ー ブ が か っ た 茶色 


は いっ て いる 。 か えっ た ば か り の 子ども は 赤 
み が か っ た 茶色 で 、 頭 部 を お お う 上 白っぽい 三 
角形 の 斑紋 を も ち 、 の ど に 白 と 灰色 の 縦 すじ . 
腹部 に 同様 の 横 す じ が ある 。 


太古 の な ご り “第 3 の 目 ? 


この よう に ムカ シト カゲ は 外見 的 に は トカ 
ゲ 類 に 似 て いる が , その 内 部 形態 は 、 むし ろ 
ワニ に 近く ,。 また , ワニ と も 異な る 独自 の 特 
徴 を いく つか そなえ て いる 。 こ こ か ら , ムカ シ 
トカ ゲ は トカ ゲ 目 と は 別 の 目 に 分 類 さ れる 

まず , 頭骨 を 見 る と 、 眼球 の は いっ て いる 
眼 窟 の 後ろ に 側 頭 孔 と いう 大 型 の 孔 が 上 下 に 
2 対 ( 合 計 4 個 ) ある 。 こ の うち 下 側 の 孔 ( 外 
側 頭 北 ) の 下 縁 は 類 骨 (きょう こつ ) と 方 骨 
と か ら 構 成 さ れる 棒状 の 骨 で 縁 ど られ て いる 
また ., 記 骨 の 一 端 は 下 あ こと も 関節 し て いる 。 
と ころ が ,. へ ビ や トカ ゲ で は , 側 頭 孔 は 1 対 


ムカ シト カゲ 尾 
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( 2 個 ) し か な く , 外側 頭 孔 は 存在 し な い 。 さ 
ら に , 方 骨 は 棒状 の 骨 の 構成 に 参加 し な い の 
で た い へ ん 自由 に な り , へ ビ で 見 られ る よう 
に , 上 あご と 下 あ ご を つなぐ 可動 性 の 関節 装 
置 と も な っ て いる の で ある 。 

査 椎 の 構造 も 原始 的 で ある 。 また , 助 骨 ( ろ 
> こつ ) に は 鳥類 に 見 られ る よう な 剣 状 突起 
が あり , 筋肉 の 付着 点 と な っ て いる 。 腹腔 内 
に 数 対 の 腹 助 及 が ある 点 も 特徴 の ひひ と つ だ ろ 
ムカ シト カゲ の 雄 は , 他 の 現 生 
の 奄 虫 類 の どれ と も 異な っ て 交尾 器官 を 欠き , 
総 排出 腔 の 接触 に よ つて 変 尾 を 行なう 

この ほか , ムカ シト カゲ の 特徴 と し て よく 
知ら れ て いる の は , 頭頂 に ` 第 3 の 目 ^。 す な 
わ ち 1 個 の 小さ な 顧 頂 眼 を も っ て いる 点 で あ 
る 。 こ の 目 は , 実際 に は トカ ゲ 類 (た と えば 
日 本 産 の カナ ヘビ ) に も ある が , ムカ シト カ 
ゲ の よう に 精巧 な も の で は な い 。 若 い ム カ 
トカ ゲ で は , 頭蓋 ( ず が い ) の 頭頂 骨 と 前 頭 
骨 の あい だ に 開口 部 が あり ,. ここ に 顔 頂 眼 が 
位置 し て いる 。 こ れ は 透明 な 組織 と うろ こ に 
よっ て お お われ て お り 、 虹彩 に あたる も の は 
な い が ,、 レン ズ と 網膜 の 痕跡 が あり 退化 し 
た 視神経 を も っ て いる 。 し か し , 成長 し た ム 
カシ トカ ゲ で は . 度 膚 が 厚く な り , この 部 分 
は 不透明 な 層 で お お われ て し まう 。 し た が っ 
て 、 世 頂 眼 が 光 の 受容 器官 と し て どの 程度 の 
実際 的 機能 を も つの か , は な は だ 疑問 で あり , 
痕跡 的 な 器官 と 考え て お け ば よい と 思わ れる 
な お , ムカ シト カゲ の 耳 は , よく 聞こ える に 
も か か わら ず , 外耳 孔 は まっ た く な い 

ムカ シト カゲ は 少な く と も マオ リ 族 が や っ 
て くる まで は ニュ ー ジ 
し て いた 。 し か し , マオ リ 放 が 食用 に し た ほ 
か , イヌ や ネコ , ヤギ な どの 家畜 が 導入 され た 
た め に 激減 し , 南北 両 島 で は 絶 減 し て し まっ 


う 迷 es しら | いき 


W/ 


ラン ド の 全島 に 生息 


親 の 背中 に 子ども が の っ て 

ムカ シト カゲ は は な は だ 悠長 な 動物 て 
導 ま れ た 卵 が 骨 化 する の に 1 年 も か か り 
子 の 成長 も 非常 に お そい 。 
その か わり 寿命 は 長 て 。 100 年 も 生き る らし い 
P7 VC た - CERS7 オ 7 ル 4S PO7 ひ 


た 。 現 在 は ニュ ー ジ ー ラ ンド 政府 の 徹底 し た 
保護 を 受け て お り , 北 オ ー ク ラン ド 溢 岸 , プ 
レン ティ ン 湾 , クッ ク 海 峡 な ど に ある 約 20 の 
離れ 小島 で 繁殖 し て いる 。 南島 の 北端 に ある 
ベ デ テラ ェ ジ シズ 島 に お 5 を も 0 

ムカ シト カゲ の すむ 離れ 島 は , 一 様 に 低い 
本 や や ぶ で お お われ て いる 。 こ れ ら の 島々 に 
は 。 海 島 . と くに ウミ ツバ メ 類 や ミズ ナギ ド 
リ 類 の コロ ニー が た くさ ん ある 。 ム カシ トカ 
ゲ は これ ら の 鳥 の 巣 穴 に 同居 し て いる こと が 
多い 。 し か し これ は 共生 と いっ た も の で は 
な く 、, 鳥 と は 無関係 に た また ま 巣 穴 を 利用 し 
て いる に すぎ な い 。 ウ ミツ バ メ た ち が そ の 区 
域 に いな いと き は , ムカ シト カゲ は 自分 で 巣 
穴 を 据 る の で ある 。 か れ ら は 夜行 性 で , 日 中 
は この 上 巣 穴 の 奥 に 隠れ て お り , 夜 に な る と , 
えさ を 捜し に 出かけ て いく 

食性 は ふつ う 昆 虫 食 で ある 。 か れ ら の すむ 
島々 は 土 が 湿っ て お り , 風通し が よく , 温暖 
で 気温 の 年 較差 が 少な いた め , 昆虫 は た くさ 
ん いる 。 な か で も は ね の 退化 し た コオロギ の 
仲間 /ezzzcrzz が 主食 と な つて いる 。 昆虫 の 
ほか に は カタ ツ ム リ や 夜行 性 の ヤモリ の 仲 隊 
7 み yocc7y44s など を 食べ る 。 また , 同居 する 
鳥類 の 卵 や ひな を 失敬 する こと も ある 。 


ゆる や か な 物質 交代 

生理 学 的 に 見 て . ムカ シト カゲ に は いく つ 
か の 変わ っ た 点 が ある 。 と くに 変わ っ て いる 
の は ., か れ ら の 物質 交代 が 非常 に ゆる や か で 
低温 下 で も 活動 で きる こと で ある 。 ス テ フ ェ 
ンス 島 で 調べ られ た と ころ で は , 活動 期 の 体 
温 は 最高 13 度 。 平均 11 度 で あっ た と いう 。 こ 
の よう な 低温 で は , 他 の いか な る 克 虫 類 も 正 
常 な 活動 を する こと は むず か し く , と くに 食 
物 を 消化 する こと が で き な い 。 他 の 春 虫 類 に 
も 春 いと ころ に すむ も の は いる が , いずれ も 
重行 性 で 。 日 光 浴 を する 。 と ころ が , ムカ シ 
トカ ゲ は 夜行 性 で あり , 早朝 や 夕方 に 日 光 浴 
を する こと は あっ て も , それ が 習慣 と な っ て 
いる と は 見 えな い の で ある 。 

物質 交代 が ゆる や か で ある こと は , 成長 期 
間 が 異常 に 長い こと を 示し て いる 。 事実, 暴 
雄 が 生殖 能力 を 得る の は 生後 20 年 ざら いた っ 
て か ら で あ る 。 弄 命 も 非常 に 長く , 100 年 ぐ 
らい 生き る と いわ れる . 

交尾 は 夏 (南半球 で は 1 月 ご ろ ) に 行なわ 
れる 。 精子 は その まま 雌 の 体内 に た くわ えら 
れ , 翌年 の 春 (10 一 12 月 ) に や っ と 産卵 する 
産卵 数 は 8 一 14 個 で 巣 穴 か ら あ まり 離れ て 
いな いと ころ に 産み 落と され る 。 卵 の 長 さ は 
3 一 3.6 セ ンチ し か な い 。 卵 の 発育 に も 時 間 
が か か り . 1 年 後に や っ と 般 化 する 。 
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コモ トド 伺 の 薄茶 色 の 砂浜 が 、 妙 に 柔 ら 
か すぎ る と 靴 の 軸 に 感じ な が ら 、 わ た し 
た ち は そ の 日 、 オ オト カゲ の 島 に は じ め 
て 不安 な 足跡 を し る し た 。1970 年 4 月 19 
日 の こと で ある 。 た より な い 足 も と が 、 
期待 より も 不安 を ふく ら ま せ て いた 
「 コ モ ド ド ラゴン は ほん と うに いる の だ 
ろう か ? 巨大 な ドラ ゴン な どす で に 減 
びさ っ た の で は な いか .」 

ODN の 2 020CGRSc7 と の み 
だ 。 絶対 に いる と 思う 。 しかし, いな け 
れ ば それ で も いい 。 い な いこ と が 確認 で 
きる の だ か ら 」 

ドラ ゴン は し か し 、 期 待 ど お り 確 か に 
いた の で ある 。 わ な に つる し た ヤキ の 死 
臭 に 誘わ れ て その 巨体 を 現 わ し た の だ 

確か に 巨 体 で ある 。 あ る 図鑑 に は 7 メ 
ー ト ル も ある と 解説 され て いる は ほど だ 
所 が れれ 性 いさ ささ が ホ が バー で きめ た 
し の 知る か ぎり 3.5 メー トル あたり が 限 
度 だ 。 お そら く は じ め て の 目撃 者 が 誇大 
に 語っ た も の が 伝え られ た の だ ろう 


巨体 の 生理 


肉食 の 大 型 動物 が 生き る た め に は 、 そ 
の まわ り に 厚い 動物 相 が 必要 で ある 。 ア 
フリ カ で も 、 ライ オン 1 頭 の 生存 の た め 
に 年 間 10 頭 の シマ ウマ が 必要 と 計算 され 
て いる 。 こ の 点 か ら 考 える と 、 コモ 下島 
の 薄い 動物 相 で は 、 7 メー トル の ドラ ゴ 
ン の 生存 は 不可 能 で ある 

し か し 、 ドラ ゴン が 大 き な 関 心 を 集め 
て いる 理由 の ひと つ は その 巨体 に ある 
そもそも ドラ ゴン と いう 呼び 名 か らし て 
ここ か らき て いる の だ 

コモ ド 鳥 に 上 陸 し て 2 日 め 、 は じ め て 
観察 し た ドラ ゴン は 確か に 2 メー トル を 
楽に 越え る 大 物 で あっ た 。 同類 の 他 の オ 
オト カゲ と 違っ て , 頭 部 が 寸 づ まり で ロ 
幅 が 広く 、 四肢 (し し ) も 胴 も 太い 。 歩 
く の が お そい か わり に , 動作 が 大 きい 。 
体 色 も 黒 み が 強 い の で ある 。 こ れ に くら 
ベイ ンド ネシア マレー シア に 多く 見 ら 
れる ミズ オオ トカ ゲ は 体長 こそ 2 メー ト 
ル 近 く . な る が , 頭 部 も 胴 も 細く , 走り 方 
は 速く 、 体 色 は も っ と 明る いか ら 、 巨 大 
重厚 な コモ ドド ラゴン と は くら べ も の に 
な ら な い は ほど 軽薄 な 感じ だ 。 

大 型 と いう こと は , それ だ け 自 然 と の 
か か わり あい ゃ も 大きく, 多く の 示唆 に 富 
ん で いる 。 ド ラゴン は 単に トカ ゲ の 分 野 
の み の 問 題 で な く , 生物 体系 の な か の 礎 
虫 (は ちゅ う ) 類 の 消長 を 考え る うえ 
で , 重要 な 役割 を に な っ て いる 

コモ ドド ラゴン は オオ ト : カ ゲ 属 2z- 
gzs 30 種 の うち の 1 種 だ が 、 正 式 に 分 








見 開 記 
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高田 栄一 


類 さ れ た の は 1912 年 で 、 こ の 属 の な か で 
は 比較 的 新しい 報告 と いえ る 。 十 い の は 
1758 年 に 紹介 され て いる 東南 アジ ア の 
V. 2ezgg7ezs75、V. sg/ogf の 7 と アフ リカ 
の . zogcry な ど が ある 。 こ れ を 見 る 
と 、 報 告 の 古い 3 種 か ら ド ラゴン に いた 
る まで に は 154 年 も た っ て いる 。 こ うし 
た 時 間 的 な 差 は 、 地 域 的 な 問題 、 種 の 個 
体 数 の 問題 、 同 種 と 考え られ て いた ゃ も の 
が 別種 と 判明 し た こと な ど に よる 。 大 き 
く て 目 だ つ は ず の ドラ ゴン が 新しい と い 
うこ と は , それ だ け コ モト 鳥 が 秘境 で 
っ て 人 の 目 に つく こと が 遅れ 、 ま た 個体 
数 も 少な いこ と の 証拠 と ちい える 


秘境 コモ ド 島 


ドラ ゴン を 存在 させ て いる 秘境 一 一 コ 
モ ド 下島 を 渡航 の 船上 か ら は じ め て 思 見 し 
た の は 4 月 19 日 の 夜明け で ある 。 海 に 洲 
か ん で いる と いう より も , 突っ た っ て 
る 感じ で あっ た 。 ノ コギ リ の 歯 を 思わ せ 
る 妖しい キザ ギザ の 山容 が 急 角度 で その 
まま 海 に 落ち こん で いる の で ある 。 そ し 
て 、 も っ と わた し の 意表 を 突い て きた の 
は 赤 茶 けた 山肌 で ある 。 縁 と いえ ば 。 削 
り と られ た よう な 山 右 に わずか に こび り 
つい た よう に ある だ け だ 

熱帯 の 島 一 - そ こ か ら わ た し は うっ そ 
うと 茂っ た ジャ ング ル を 考え て いた 。 そ ぞ 


この 許 面 を ドラ ゴン 
な か に 落ち る と 出 ら れ な く 7 





考え る の は 当然 の こと で ある 。 巨体 の 
PT 1 植物 
が 繁茂 し 、 豊か な 自然 が 動物 相 を 厚く し 
て いな けれ ば な ら な いか ら で あ る 。 と こ 
ろ が コモ ド 島 に は ジャ ング ル が な い 
「 こ れ は いっ た い ど うい うこ と な の だ 」 

最初 に 書い た 不安 は こう いう と ころ に 
も る 根ざし て いた の で ある 


ドラ ゴン を 育む 自然 と 人 間 


和 父 く の は 、 こ の よう な 鳥 に も 人 間 が 住 
ん で いる こと だ 。 岸 べ に 部 落 を つく り , 
200 人 ほど が ささ や か な 漁 で 暮らし て い 
る 。 電 気 も 水道 も な い 。 情報 手段 も や ゼロ 
で ある 。 要 する に 暮らし て いる の で は な 

て , 生き て いる の だ 。 岩 の 多い 土質 の 
た め に 農耕 は むず か し い が 、 それ に し て 
ゃ 積極 的 な 生活 へ の 意欲 が な い 

し か し これ に は 大 き な 原 因 が あっ た ., 
気象 条件 で ある 。 こ の こと は ドラ ゴン の 
生存 に も 大 きく か か わる の だ が , 5 月 か 
ら 10 月 ご ろ ま で 続く 乾期 に 、 こ の 島 は 40 
度 を 越え る 焦熱 地獄 と 化す の で ある 

これ ら の 現象 を ドラ ゴン に あて は め る 
と , 次 の よう な こと が いえ る 。 

1 . 文字 どおり 荒涼 た る コモ ド 伺 の 自 

然 は 動物 相 を 厚く させ な い 。 い る も の 

は シカ , 野生 の ブタ 、 ネ ズミ と いっ た 

貴 乳 ( ほ は にゅ う ) 類 に 、 バッタ , カマ 

キリ な どの 昆虫 (こん ちゅ う ) 類 、 そ 

れ に 数 種 の 鳥類 と 小型 克 虫 類 、 両 生類 

で ある 。 こ れ ら は ドラ ゴン の えさ に な 

っ て いて ,、 ドラ ゴン を 襲う も の は いな 

い 。 襲 うと すれ ば ドラ ゴン が ドラ ゴン 
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を 襲う 場合 だ け で ある 

2 . 乾期 に 押し 寄せ る 酷 落と 意 き が 動 
物 の 増殖 を お さえ る 。 ド ラゴン ゃ 例外 
で は な く 、 有明 い 個体 は 上 が っ た 体温 を 
調節 で きず に 死亡 する 。 こ の た め , こ 
の 小さ な 鳥 に 適応 し た バラ ンス が 保 た 
れ て いる 

3. 原 住民 の 消極 的 な 生活 と 、 ブ タ を 
食べ な いと いう 回 教 の 影響 、 そ れ に 人 
前 も ドラ ゴン も る 祖先 は 同じ だ と いう 
* オ ラ 伝 説 が ドラ ゴン を 迫害 か ら 救 
っ て いる 。 プ ブタ を 食べ な いと いう の 
は 、 野 ブタ を 食べ る ドラ ゴン に は 触れ 
た く な いと いう こと に つなが る 

4 . 外来 者 の 渡り に くい 環境 に ある 
し た が っ て いわ ゆる 人 害 が な い . 


ヤギ に 食い つく ドラ ゴン 


ドラ ゴン を お びき よせ る わな は いく つ 
る 考え られ る が 、 わ た し は 三脚 の よう に 
枝 を 組ん で ヤギ の 死体 を つる し た 。 死体 
は すぐ に 死 臭 を 放つ 。 相 手 は い ず こ の 森 
に 潜ん で いる か も し れ ぬ トラ ゴン だ か 
ら , に お い が 強 けれ ば 強い ほど 誘わ れ て 
出 て くる 率 は 高い 


森 か ら 出 て きた ドラ ゴン は , 頭 を 高く 


あげ て モニ ショ ン 動 作 ( 警 戒 姿 勢 ) を と 
る 。 こ れ は 等 戒 と 同時 に 、 死 四 の 方 向 を 
探る た めで も ある 。 そ れ か ら 雑 草 に 身 を 

沈め て えさ の ほう に 進ん で いく 
ドラ ゴン は 腐敗 が 極限 まで 進み 、 液 化 
し か け て いる 死体 まで 平気 で むさ ぼる 
だ か ら と いっ て 腐 肉 を 好む と は いえ な 
> 玉 


ドラ ゴン 


ポン 





in ドラ ゴン 
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和 で |※ 抽 っ 
ZH2 マリ 犬 只 ゼ メ 


ハツ カネ ズミ の 子 は 20 日 ほど の 寿 娠 期 
前 の の ち 、 閉 眼 ・ 赤 裸 で 生ま れる 。 は 
じ め は う ご め い て いる だ け の よう な 状態 
だ が 、 乳 を 飲ん で は 眠り 、 飲 ん で は 眠 
り , し だ い に 成 長 し て いく 。 子 は 10 日 ほ 
ど で 毛 が は え , 14 日 めで 目 が 開く 。 3 週 
間 ほ ど で 離 乳 し 、 そ の ころ か ら , 分 散 す 
る 。35…40 日 ぐら いで 性 的 成熟 に 達 す 
る 。 分 散 す る と き が ,、 は ほぼ 独立 の 時 期 に 
あたる 

チン バン ジー の 子 は , 毛 に お お われ , 
生ま れ て すぐ に 目 を 開く 。 は じ め は 母親 
の 腹 に し が みつ いて 育つ 。 離 乳 過程 は 一 
様 で は な い が 、 赤ん坊 か ら 少 年 少女 期 を 
へ て 成長 し て 、8 ^10 歳 ころ に な る と 性 
的 に 成熟 し て 、 し だ い に 成 獣 と し て の さ 
ま ざ ま な 生活 を 送る 

こう いっ た 路 乳 類 の 子 の 育ち 方 の 違い 
に つい て は , 前 回 に 述べ た 。 主 と し て 産 
子 数 と 成長 の し か た と の 関係 と に つい て 
で あっ た 。 


*:* 大 熟 期 ど 独立 期 ゆ ズレ ・ ァ : 


子 が 育っ て いく と き , 性 的 成熟 と 離乳 
期 と の 間 の 時 間 差 は 、 種 に よっ て か な り 
違う 。 性 成熟 と 成育 の 頂点 も 異な る 。 た 
と えば , ハツ カネ ズミ で は 離乳 と 性 的 成 
束 と の 間 の 時 間 差 は 倍 く らい 開く . 

ヨー ロッ パト ガリ ネズ ミ では, 冬 を 越 
す 個 体 は その 冬 を 越し て か ら 発情 する の 
で , それ まで の 期間 が 長い けれ ども , そ 
の 年 の 春 や 初夏 に 生ま れ た も の は , 23 晶 
ぐら いで 離乳 し 、 そ れ か ら わ ず か 数 日 以 
内 、 生 後 25 て 30 日 で 最初 の 発情 を する 


ーー 
い 。 わ た し は 腐っ た ヤギ と 生き た ヤキ を 
並べ て その こと を 実験 し て みた が , 生き 
た ヤギ の ほう を 襲っ て いる 

襲撃 に 際 し て は 、 意 外 な ほど 無神経 に 
獲物 に 近づい て いく が 、 そ の まま 直撃 す 
る の で は な く 、 一 刻 の 間 を お いて 和 獲物 が 
動い た 直後 に か みつ く 。 他 の オオ トカ ゲ 
る 同じ こと で , 死ん だ ネズ ミ を 与え る よ 
りゃ も 、 生き た ネズ ミ の 動き の ほう に 大 き 
く 反 応 す る 。 こ れ は えさ が 動く こと に よ 
っ て 狩猟 本 能 を か きた て られ る 、 肉食 動 
物 全体 が も っ て いる 習性 で ある 

し か し ,、 ドラ ゴン は ある 条件 下 で な い 
と 行動 を 起こ さ な い 。 条件 は 日 照 と 気温 
で ある 。 活動 を 開始 する の は 太陽 が 完全 
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チン パン ジー や ゾウ に な る と , 離乳 が 
いく ら 長 び い て も 、 性 的 成 難 に は 上 離乳 期 
より は る か に 長い 時 間 が 必要 で ある 。 草 
食 獣 の な か に は 、 離 乳 え し な いう ちか ら 
植物 を 味わう と いう 種 も 多い 。 ま た 性 的 
成 部 が きわ め て 早く , 翌年 、 な いし は 翌 
々 年 に 発情 する と いっ た 種 も ある 

路 孔 類 の 子 が 、 生 まれ て か ら こ うし て 
育つ まで の 時 間 的 な 経過 の 長 さ に どの よ 
うな 意味 が ある の だ ろう か 。 

この 時 間 に は , 喧 乳 類 だ け の 成 悪 と い 
う 特 徴 が 含ま れ て いる 。 し か る, 形態 だ 
け な ら ば ,、 離乳 期 に は 成熟 個体 と 同じ よ 
うな も の が 備わっ て いる と も いえ る 。 ト 
ガリ ネズ ミ な ど は , 離乳 する ころ は 親 と 
ほ ば 同じ 大 き さ に まで 達し 、 それ が 離乳 
し た と た ん , か えっ て 多少 減少 さえ す 
る 。 も し ちゃ , 貴 馳 類 が 子 を 生ん で 育て る 
と いう こと が から だ を 大 きく する だ け 
な ら ば 、 離乳 と 独立 と は ほぼ 同時 で よい 
で あろ う 。 し か し , 高度 に 進化 し た と 思 
われ る 種 で は 、 そ の 間 に あ る 期間 、 す な 
わ ち 子ども 時 代 と いう も の が ある 


まま 】 * 環境 へ の 微妙 な 対 恋 : まさ 


何 度 も 強調 し て きた よう に , 貴 乳 類 が 
子 を 生ん で 育て る の は , 生物 と し て の 増 
殖 を 伴っ て いる の は 当然 だ が 、 後 継 者 を 
生む と いう 意味 も ある 。 種 と し て 考え る 
と , 子 を 生ん で 育て る こと は , その 種 の 
構成 員 を 再生 産 す る こと に ほか な ら な い 
か ら だ 。 路 孔 類 の 種 は 複雑 な 内 的 世界 を 
持つ 複雑 な 存在 で ある 。 

だ か ら , 再生 産 さ れる 個体 は 、 自 分 自 


に の ば っ た 午前 10 時 ご ろか ら で あ る 。 雨 
や 胡 天 で 気温 の 下がっ て いる と き は , い 
くら 死 臭 を 流し て る 森 か ら 出 て こない 
トカ ゲ は 一 般 に 光線 と 熱 を 要求 する 尽 行 
性 の 尻 虫 類 で 、 こ の 習性 が ドラ ゴン に 具 
体 的 に 大 きく 現われ て いる 

生け どり 用 の お り の わな も つく っ た . 
内 部 に は 2 階 を 設け 、 そ こ に ヤキ の 死体 
を 置い た 。 こ うし て お け ば 死体 を 盗ま れ 
る こと な く , 翌日 も 続行 で きる か ら だ 。 
生け どり 用 の わな と し て は , オー ヘン 
バッ ハ 氏 (後述 ) の 考案 し た も の が あ 
る 。 背 の 高い タケ を 円 型 に びっ し り 並 
べ 、 お びき 入れ る 口 に 板 の 斜 面 を 利用 し 
た お も る しろい アイ デア で ある 。 ドラ ゴン 
は 斜面 を 登っ て は いり こむ が ,、 い っ た ん 








0 


ご 


身 を 維持 で き 、 その うえ 自律 的 に 種 を 構 
成 し 維持 する 働き も 営め な く て は な ら な 
い 。 個体 は 種 の 生活 様式 に 基づい て 生活 
し て いる 。 そ し て 種 の 維持 と は 繁殖 を さ 
すこ と は も ちろ ん 、 さら に 種 の 構成 を 維 
持 し つづ ける 要員 と し て の 社会 行動 を 営 
むと いう 側面 も ある 。 そ し て この すべ て 
が , 自然 環境 の な か で 営ま れる の で ある 

自然 環境 は 常時 一 定 し て いる わけ で 
は な い 。 そ こ で 喧 乳 類 と し て の 生活 は , 
自然 に 適応 し ,。 さま ざま な 変化 と 微妙 に 
対応 し て いか な けれ ば な ら な い 。 だ か 
ら 、 種 の 個体 一 一 前 に 述べ た よう な 働き 
の ある 個体 一 一 を 再生 産 す る こと は , 単 
純 な 個体 の 再生 産 で は 足り な い 。 新 た に 
生ま れる 個体 が 、 新 し い 環境 に 適合 で き 
る も の で ある ほう が よい わけ だ 。 








な か に 落ち る と も う 登れ な く な る の だ 。 
オー ヘン バッ ハ 氏 と の 出会い 


コモ ト 鳥 が どん な 鳥 な の か 、 そ れ に 関 
する 報告 は わた し が 上 陸 す る まで ゼロ で 
あっ た 。 自分 で 上 陸 す る こと に よっ て は 
じ め て その 実態 が 知ら され た と いう 現実 
は , いろ いろ な 意味 づけ が で きる 。 わ た 
じ 自 身 の こ と で いえ ば , みず か ら の 目 で 
いち は や く ド ラゴン に 関す る すべ て を 知 
っ た と いう 満足 で あり , 日 本 の 腰 虫 類 学 
の 面 か らい えば , 日 本 人 の 有 以 虫 類 研究 者 
が 初 上 陸 を 遂げ 具体 的 に 踏査 し た と い 
う 重 大 な 事件 * で あっ た と いえ る 。 

さら に 、 コ モ ド 島 の その 土 の 上 で , わ 
た し は 前 述 の わな を 考案 し た アメ リカ の 














路 孔 類 の 育児 、 成 吾 に いた る まで に 
は 、 こ の よう な 条件 が 満た され る 必要 が 
ある 。 物 質 は 、 すべ て 運動 し て いる 。 物 
理学 的 に は 静止 も また 運動 の 一 形態 だ と 
いわ れる 。 動物 の 各個 体 の 遺伝 や 発生 に 
お いて は 、 従来 まで スタ ティ ッ ク に 形態 
形成 だ けが 考え られ 、 行動 や 生態 に つい 
て は あま り 問 題 に され な か っ た 。 そ し て 
成育 し た 個体 に 備わっ て いる みごと な 適 
応 的 行動 の 能力 を みて , 本 能 と し て それ 
を 賛美 し て 、 それで, すべ て が 終わ っ て 
し まっ て いた の で ある 。 

行動 の 形成 に つい て は , 動物 行動 学 が 
イン プリ ン テ ィ ン グ と いう し くみ を 明 ら 
か に し た と いわ れ て いる 。 しかし, この 
概念 に は 、 か な り 大 幅 な 解釈 の 可能 性 を 
残し て いる 。 今 は .、 こう いっ た 点 の 細か 
い 検討 は し な い 。 た だ 路 乳 類 の 子 は , 行 
動 の 個体 発生 の 過程 で 、 種 と し て 規定 さ 
れ な が ら 環 境 の ある 条件 を 選択 し て 解 発 
刺激 と し , それ に 適合 的 な 行動 の 型 を 補 
正 的 に 仕上 げ る こと で , 種 と し て の 生活 
様式 を 営む 行動 の 型 を 身 に つけ る 。 そ の 
と き に は , 自然 の 複雑 な 諸 現 象 の な か か 
ら , 解 発 因 を 見 い だ し , 選別 する 同定 能 
力 を も た わ ば な ら な い 。 この よう な 同定 





克 虫 類 研究 家 オ ー ヘ ン バ ッ ハ 氏 と 会 っ て 
いる 。 コ モト ドド ラブ ゴン の 実態 の 本 格 的 な 
調査 と いう アメ リカ に お いて も はじめ て 
の 試み と し て , か れ が キャ ンプ を 張っ て 
いた の で ある 。 

日 本 人 研究 家 の 思 い が け な い 出 現 を 
か れ は 驚き と 喜び の 表情 で 迎え て くれ 
た 。 か れ の 表情 か ら 、 わ た し は 共感 と い 
う も の を 強く 感じ と っ た 。 コ モ ド ド ラブ 
ン に 同じ 意義 を 見 い だ し 、 お た が い に だ 
れ も や ら な か っ た こと を いま や りつ つ あ 
る と いっ た 共感 で ある 。 

これ は わた し の 専門 家 と し て の 人 生 
に そう いく つも な い 印 象 的 で ドラ マチ ッ 
ク な 歴史 の ひと コマ で あっ た 。 提 手 し た 
か れ の 手 の ぬ くも りゃ も 、 その 日 の 40 度 を 





カラ ー ペ ー ジ 解説 一 一 














能力 な ど は , 純粋 の 生理 的 な 働き と は 異 
な り , より 全体 的 な 働き な の で ,、 な か な 
か 有効 な 解明 の 方 法 が 見 当たり に くい 。 
その た め 人 間 に 近 い 働き だ と いう よう に 
し か 表現 で き な い こと が 多い の だ が 。 
救急 車 や 消防 自動 車 の サイ レン の 音 
に ,、 イヌ が な ん と も いえ め 声 で 遠 ぼ えす 
る の を 聞く こと が ある 。 動 物 園 で は , 閉 
園 の と き に サイ レン を 鳴ら し た りす る 
と , オオ カミ が 遠 ば え を 始め る と いう 。 
北半球 の 寒 帯 林地 帯 の 森 の な か な ど 
で , ヘラ ジ カ の 生ま れ た て の 子 に 出合 う 
と , 子 は その 人 の あと を つけ て くる こと 
が ある 。 と き に は ライ オン の 子 で さえ , 
そう いう 例 を 見 せる と いう 。 

動物 を 飼い な ら す た め に は 、 この よう 
な 行動 が 利用 され る 。 赤 ん 功 動 物 を 育て 
る と , それ は 飼い 主 を 親 と 見 立て る 。 そ し 
て 遺伝 形質 に 基づい て , 人 工 的 な 環境 の 
な か で 人 工 化 され た 行動 を 身 に つけ る 
な ゆき で いる お は 活き の よう な さら 
と いう こと が で きる 


** ゃ 生活 様式 の 完成 ** と タッ * 


成熟 の 過程 の な か で , 員 乳 類 の 子 は 生 
活 様式 と し て の 行動 型 を 身 に つけ る 。 そ 








越え る 熱気 も 、 生 涯 わた し の 記憶 か ら 
消え まる こと は な い . 

オー ヘン バッ ハ 氏 の 調査 は 徹底 し て い 
た 。 妻 と ふた り の 皿 子 を 連れ て 一 家 を あ 
げ て の 移住 調査 で あり , 1 年 も コモ 『 島 
に 住み つい て いる の で ある 。 海 べ の 近く 
に テン ト 張 り で 住居 兼 基地 を 設け 、 そこ 
か ら 500 メー トル ほど 内 陸 に は いっ た 疎 
林 の な か に 前 述 の 大 き な わ な を つく っ て 
いた 。 こ れ に ドラ ゴン を お びき 寄せ , 調 
査 を 終わ る と わき 腹 に ナン バー プレ ー ト 
を つけ て 放 じ て で や る 5 これ に よって トラ 
ゴン の 行動 半径 や 生存 数 を 割り だ そう と 
いう の で ある 。 こ の よう な 壮大 な 調査 を 
目 の 前 に し て , わた し は 日 本 と アメ リカ 
と の 落差 を 痛い ほど に 感じ て いた 











し て , 複雑 な 行動 型 は 、 種 の 世界 に 固有 
の 複雑 さ が あ る も の や 、 食物 を と る こと 
が そう 簡単 で な いる の に お いて と くに 発 
達する 。 赤 ん 坊 の ゾウ は , 母 ソ ウ か ら 水 
を か けら れ , この こと に よっ て 子 は し だ 
い に 水 浴び 好き に な る 。 あ る い は , 水浴 
び を する と いう 行動 の 型 が 、 あ る 川 で 水 
浴び を する と いう よう に , 固定 され て も 
くる らし い 。 そ うし て また 発育 の ある 段 
階 で は 「 そ う 型 づけ られ た い 」 欲求 と し 
て 内 的 に で き あ が っ て くる も の な の だ 。 
生得 的 内 的 な る の と ,、 学習 的 、 外 的 条件 
づけ と が , 澤 然 一 体 と な っ て いる 。 
ミス ・ イ ンプ リン ト と いわ れる 異常 環 
境 下 で の ゆがん だ 行動 型 の 出現 行動 の 
個体 差 。 それ で あり な が ら る も 種 と し て は 
全体 的 に みて 一 定 し て いる と いえ る 点 な 
ど が , その 現われ だ ろう 。 ク ロサ イ は 。 
密猟 の 危険 に さら され て いる ケニア の ツ 
ァ ボ で は 気 が 荒く 攻撃 的 で あり , また 個 
体 数 が 多い た め に よく 小 集団 が 生ま れ , 
行動 隊 内 の 道 の 使い 方 な どの 点 で , アン 
ボ セ リ の クロ サイ と 違う 。 ア ン ボ セリ の 
クロ サイ は また , 人 間 に 攻 撃 的 で な い 
いわ ば 、 ひ と つの 型 が 形成 され る と 
き , そこ に は ある 条件 が つけ られ て お 
り , そし て , その 条件 その も の も つね に 
地域 の 自然 界 の 条件 に よっ て 変化 する 
また 動物 の 個性 、 ひ いて は 地域 の 個体 群 
の 特性 と も 結び つい て いる と も いえ る 。 
この 行動 形成 の 過程 に 要する 時 間 は , 
王 旗 も た ち が ま た 遊び を 介し て で きま ざ 
まな こと を 身 に つけ る と き で も ある 。 性 
に つい て も そう だ 。 妊娠 と いう 苦し み を 
結果 と し て 必要 と する 交尾 に は ,、 ひとつ 
の 衝動 と 、 そ れ を 遂行 する 「 快 」 な し で 
は 発達 で き な い 。 行動 形成 と し て も , 遊 
びと いう 楽し みな し に は 子ども は 身 に つ 
け よ うと は し な い の で は な い だ ろ うか 。 
遊び に つい て , ここ で は 深入り し な い 
が , それ は 、 貴 乳 類 に お いて 急速 に 発達 
し て きた 。 ま た 遊び は 、 食物 の 上 で の 余 
裕 が 基礎 で ある 。 貴 孔 類 の 子 が 遊べ る の 
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最近 に な っ て 2 組 ほど 報道 班 が コモ ド 
鳥 へ 渡っ た 。 わ た し は その つど 相談 に の 
り 、 具体 的 な 指導 を し た 。 ア メリ カ の 旅 
行 社 で は 船 を 仕立 て て コモ ド 鳥 な どの 島 
を 巡る と いう 。 こ うな る と も う コ モト 島 
る 秘境 で は な く な る に ちがい な い 。 そ れ 
は コモ ドド ラゴン の よう に 限ら れ た と こ 
ろ に すむ 存在 に と っ て 減 び を 意味 する . 
わた し は コモ トト 鳥 へ の 道 を つく っ た ひ 
と り で ある 。 だ と し た ら ,。 わた し は ドラ 
ゴン に 対し て どの よう に わび れ ば いい の 
か 。 そ ん な 悔い みた いな も の が , わた し 
の 胸 裏 を 横切っ て いく 。 副 
(高田 得 虫 類 研究 所 代表 ) 
撮影 筆者 








小さ な 小 ゾ ウ を 囲む アフ リカ ゾウ の 群れ ゾウ の 子 は 長い 養育 期間 を 群れ の お と な ゾウ と と も に 


っ つら の 


私 た ちの 仲間 








こ - 


過ごし その 間 に 種 の 一 員 と な る た め の さ ま ざ ま の こと を 学ば な けれ ば な ら な い 撮影 小 畔 光一 


は , 貴 乳 と いう 独特 の 生物 経済 的 余裕 に 
よる 。 こ の 経済 的 余裕 は , 遊び に 影響 す 
る だ け で は な い 。 成熟 の 経過 その も の に 
強い 影響 を 与え る 。 


・: ・・ 抽 育 動物 の 特殊 性 ・・・・ 


動物 園 で 、 カ バ は 2 4 歳 で 性 的 成熟 
に 達する 。 し か し , 自然 界 で は 、 い くつ 
か の 調査 に よる と 6 て 8 歳 で な けれ ば 成 
熟 に 達し な い 。 チ ン バ ン ジー る 動物園 で 
5 歳 半 か ら 6 歳 で 性 的 に 成 吾 する が , 野 
生 で は 8 ^10 歳 だ と いう 。 

こう し た 成熟 の ズレ は , ヒヒ な ど で 著 
し い 。 雄 は 動物 園 で 4 歳 く らい で 性 的 に 
成 弄 する が ,、 ふつ う は 8 歳 く らい まで は 
群れ の 中 心 部 に は いっ て 「 性 権 」 を ふる 
えな いと いう 。 つ まり 、, 成熟 の 生理 的 面 
で る 環境 の 影響 (すなわち 食物 ) を 受け 、 
さら に 生理 的 に か ら だ が 完成 し て も 、 社 
会 的 に 機能 し な けれ ば な ら ず , その 点 で 
る 環境 の 影響 か ある わけ で , 二 重 の 意味 
で 自然 界 の 影響 が 成 吾 に か か わる . 
この が か がら 家 志 な つた め お の デー 大 人 エ 


藤堂 明 保 


暴 (ヒキ ガエル ) 購 (セン ) と も ま 
た 里 遇 (セン ジョ ) と も いう 。 ジ ョ と は 
徐行 の 徐 (歩み が の ろ い ) と いう 意味 を 
そえ た に すぎ な い 。 で は 購 と は どう いう 
意味 で あろ うか 、。 

今日 で は 重く の し か か る 荷 を 負担 と い 
う が , その 担 の 字 は 旧 字 体 で は 挫 と 書い 
た 。 こ の が わ は , 「 危 の 略 体 + 八 印 
(発散 する ) + 言 (こと ば )」 を くみ あわ 
せ た 字 で ある 。 何 か 危険 な 重 答 が の し か 
か る と き , それ が つい こと ば と な っ て 発 
散る こら まり に つみ わき と で あお る 5 に う 
わ ご と の こと を 嘱 ま た は 讃 と いう 字 で 書 
き あ ら わ すか ら , 麻 と は その 原 字 だ と い 
っ て よい だ ろう 。 だ か ら お よそ 『「 座 」 と 
いう 要素 を 含む 字 は 、 す べ て 「 重 荷 を せ 
お う 」 と いう 意味 だ と 考え て よい 。 た と 
えば 屋根 の 重み を せ お うた る きのこ と は 
木 へ ん を そえ て 椿 (エン ) と いう 








環境 の な か で も 活発 に 動け る イヌ や ネコ 
を 別 と よれ ば テー は ) えさ さそ た っ ぷり 
と 与え られ て いる が , その ゆえ に 、, 行動 
は きわ め て 単純 化し 、 社会 構造 や 社会 行 
動 も 単純 で ある 。 食 肉類 で も , 動物 園 で 
狭い 中 に 入れ られ て いる と 、 き わ め て ゆ 
が ん だ 部 分 が 生ずる よう だ 。 霊 長 類 な ど 
に は ノイ ロー ヤ 的 症状 が 出る 。 そ し て , 
離 孔 と 性 成 弄 と の 間 に 経 過す る は ず の 時 
間 さ え , な く な っ て いる 。 だ か ら , 肉 用 労 
役 用 の 家畜 で は 、 遊 びさ え 冥 失 し て いる 
だ が 一 方 に お いて , 家畜 や 飼育 され た 
喧 乳 類 に は 、 成 熟 に つい て 新た に つけ 加 
わっ た 部 分 も ある 。 そ れ は 肥大 化 と いう 
現象 だ 。 肥 満 と いう 成長 の し か た は 、 本 
来 の 成長 期 を 終わ っ て も る 、 ま だ 相当 長く 
続く よう だ 。 こ の 傾向 は 飼育 され た も の 
で は 、 家畜 に も る 動物園 の 動物 に も 見 られ 
る 。 野 生 動物 で ある 家 ネ ズミ も そう だ と 
いう 。 こ うし た 実態 は 。 われ われ に ., 実 
に いろ いろ と 多く の こと を 教え て いる よ 
うに 思え る 。 画 (女子 栄 枚 大 学 教授 ) 
イラ スト 小林 敏也 
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ヒキ ガエル を 購 と いう わけ は , これ で 
お 察し が つく だ ろう 。 ご らん の と お り , 
それ は 背 に 重荷 を せ お っ て 、 必 死に が ま 
ん し て いる 姿 を し て いる 。 つ まり 負担 
( 振 ) に た えて いる の で ある 。 最 近 フ ー ベ イ 
(湖北 ) 省 房 山 で 発掘 され た つい た て や 
脇 思 の 脚 に は 、 た いて い ヒ キ ガ エル が 
刻ま れ て いる 。 い ずれ も 重み を うけ る 人 台 
座 と し て の 役目 で ある 

と ころ で 中 国 で は , 月 の 中 の 黒い 影 
美人 と ウサ ギ に みた て る 物語 の ほか に , 
月 は 陰性 の シン ボル で 水 や 雨 の し る し だ 
と みる 民話 も あっ た 。 太 陽 が ひで り と 火 
の 神 で ある の に 対し て 、 月 は 雨 の 神 な の 
で ある 。 そ の 水 の 精 と し て 月 中 に は ガマ 
ガエル が 住ん で いる 、 あ の 陰影 は 購 映 な 

と 農民 た ち は 信 EEC て いた だ ( 且 
, 王 購 の 秋 」 と は 、 仲秋 十五夜 の 明月 の 
こと で ある 。 互 
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私 た ちの 仲 問 
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へ ビ を 合い た 


日 本 の へ ビ は ベット ショ ッ プ で 売っ て 
いま せん 。 か えっ て 外国 産 の ポー ル バ イ 
ソン や レイ ン ボ ー ボ ア な ど , 無毒 で 性 質 
の お と な し いも の が 売り に 出さ れ て いる 
こと が あり ます 。 

し か し 、 へ ビ は 日 本 産 の も の 、 外 国産 
も 0 を 65429 一 般 に 飼育 が むつ か し 
KG 給 仙 に 失敗 し て 高価 な も の 
(3000 2 万 円 ) を 死な し て し まう こと 
が あり ます の で , で きる だ け , 餌 づけ に 
失敗 し て ゃ 採集 地 に も どす こと が で きる 
日 本 産 の も ゃ の を 手がけ て みて くだ さい 。 

お 和 勧め で きる 種 に は 、 
の 7 シン 07 オタ ジン 二 必 な なき 條 すず 


捕獲 と 運搬 法 


一 般 的 な 採集 法 と し て は , まず 田畑 の 
まわ り を 提 し て くだ さい (種別 の 生息 地 
は 後述 )。 見 つけ た ら ス ネイ ク フ ッ ク で 
胴 を ひっ か け て 尾 を 持つ か 、 足 で ご く 軽 
く 押 えま す 。 そ うし て 頭 の 後ろ を つか め 
ば か まれ る こ 2 と が 
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スネ イク フッ ク 
ち う だ が か が のど) 
物 で す 。 背骨 
で す 。 へ ビ は 捕獲 時 に 手 荒 な 扱い を 受け 
て 骨折 する こと が た い へ ん 多い の で す 。 

つか まえ た あと は 布袋 に 入れ て 運搬 し 
ます 。 た だ 袋 に 入れ た まま 直射 日 光 に 当 
て つづ ける と 死ん で し まう こと が あり ま 
す の で 注意 し て ぐだ さい 。 


日 本 の 代表 種 と 飼育 法 


飼育 法 を 種別 に 述べ る こと に し ます 
《 シ マ ヘ ビ > 日 本 の 固有 種 で 、 北 海道 、 
本 州 、 四 国 、 九 州 な ど に 分 布 し て いま 
す 。 1 メー トル 前 後 の 長 さ の も る の が ふつ 
うに 見 られ ます が , 記録 に よる と 1.5 メ 
ー ト ル に も ゃ も な っ た 個体 が あり ます 。 え さ 
が カエ ル や トカ ゲ の よう な 小動物 の せい 
か 、 ア オダ イシ ョ ウ の よう に 都会 で 見 か 
ける こと は あり ませ ん が 、 郊外 の た ん ば 
や 山裾 の 平地 な ど に いく と 簡単 に 見 つけ 
の 5 選 で が で きま * ず 。 

シマ へ ビ を 捕え て みる と , か な りあ ば 
れ た り し て 性 質 の 荒い ゃ の の よう に みえ 
ます が 、 飼育 箱 に 入れ て 、 布 で お お いな 
ど し て 暗く し て お け ば , 落ち つい て きま 
す 。 あ と は 手 荒 な こと を し な いか ぎり , 
字 除 な ど に 手 こ ず る こと は あり ませ ん 。 
えさ は カエ ル や トカ ゲ な ど が 常時 手 に 
は いれ ば よい の で す が , むず か し けれ ば 


ンー な ncc を 


で ひっ か け て も ゃ 、 逃げ 
強く 押し た りす る の は 禁 
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を 折っ た りす る ケガ の も と 








マウ ス で も 食べ ます 。 そ の 場合 に は 、 え 
さ の マウ ス を 飼育 する こと を 覚悟 し な け 
れ ば な り ま せん 。 

へ ビ を 飼育 する うえ で , 常時 えさ が 手 
に は いる と いう こと が た いせ つ で , 飼育 
種 を 決め る 場合 に 、 え さ の 見 通し の 立っ 
た と ころ で 、 そ れ に 合っ た 種 を 採集 する 
ほう が , 初心 者 に は 楽 で し ょ う 。 

《 ア オダ イシ ョ ウ 〉 日 本 に すむ へ ビ の 
な か で は , も っ と も 大 きく な る へ ビ で , 
3 メー トル と いう 記録 が あ 
り ま す が , ふつ う は 1.5 メ 
ー ト ル ぐ で らい の も の が 多い 
よう で す 。 分 布 は シマ へ ヘビ 
と 同じ で , 日 本 の どこ に 
も る いる, と いっ て いい で し 
ょ ⑦。 

ネズ ミ や 小鳥 な ど を 主 と 
し て 食べ て いま す が , 春 か 
ら 初 夏 に か け て 鳥 が 卵 を 産 
む 時 期 に は 巣 に は いっ て 
っ て , 卵 を の むこ と も あり 
ます 。 小 さい 個体 の 場合 


す 。 こ こ 2、 3 年 , 夏 に な る と 都市 部 で 
見 つか り 、 大 騒ぎ し ます が ,、 その お お か 
た は アオ ダイ ショ ウ で す 。 人 家 に いる ク 
マネ ズミ や ドブ プ ネ ズミ な ど を 食べ て いる 

で , 都市 部 に 生息 し て いて も 不思議 は 
な いわ け で す 。 

えさ は 1 週間 に 1 回 、 マ ウス を 3 欧 与 
えま す 。 こ れ は 標準 の 大 き さ の 個体 の 場 
合 で す 。 ま ず 餌 づけ で す が 、 これ は 難 物 
で , な か に は 死ぬ まで えさ を と ら な いも 
の も ある くら いで す 。 

最初 に 、 飼 育 箱 に 生き た マウ ス 2 欧 と 
殺し た ば か り の マウ ス を 1 区 入 れ ま す 。 
生き た マウ ス を 入れ る と き は , 投げ 入れ 
た り せ ず , へ ビ の か ら だ に 当たら な いよ 
うに 離し て お きま す 。 え さ に 驚い た り 
か みつ か れ た り し て , 以来 頑として 食べ 
な く な る こと が ある か ら で す 。 殺 し た は ほ 
う の マ ウス は , へ ビ の 鼻先 近く に そっ と 
近づけ て 置き ます 。 

生き た も の に 興味 を 示し た り 、 食べ る 
よう な ら , 次 か ら は 生き た も の だ け を 入 
れ ,、 えさ に お び え て いる よう で あれ ば , 
殺し た も の だ け を 入れ て くだ さい 。 餌 づ 
け に 成功 する こと が 先決 で すか ら , 食べ 
る よう に な る まで 2 種類 の マウ ス を 毎日 
入れ て や っ て くだ さい 。 た と え 1,2 か 月 
餌 づ か な く て も , ケガ や 病気 で な いか ぎ 
り 死 ぬこ と は あり ませ ん 。 

よく ニワ トリ の 卵 を 与え て も 食べ な い 
の だ が , と いう 質問 を 受け ます 。 個体 に 
ゃ より ます が , 卵 の 表面 に 鳥 の は わ ね や ふ 











0 に PU へ で (の CE 


ん の に お い を こす りつ け て や る と の む よ 
6 がり 7 ま 3 

性 質 は シマ へ ビ 同 様 お と な し く , 採集 
時 に あばれ る こと が あり ます が ,、 い っ た 
ん 落ち つか せれ ば 飼育 に 支障 を きた すこ 
と は あり ませ ん 。 た だ 野生 の と き に 棒 で 
た た か れ た り し た こと の ある 個体 は , 手 
を 出す と 攻撃 の 姿勢 を と っ た り し ます 
が 、 そ れ に し て も ある 程度 時 間 が た て 
ば 、 本 来 の お と な し い 性 質 に も どり ます 。 
アオ ダイ ショ ウ は 驚か され た り , 捕え 
られ た り し た と き に 肛 腺 か ら 臭 い に お い 
を 出し ます 。 飼 育 者 は な れ も し まし ょ う 
が , 他人 へ の 迷惑 を 考え て 、 室 内 で 飼育 
する と き に は な る べく 静か に 飼い , 悪臭 





動物 園 で は 拒食 を 続け る へ ビ に は むり や りえ さ を 与 えて で も 
は 、 カエ ル な ども 食べ ま 食欲 を 起こ させ る こと が ある 


を 出さ せな いよ うに し た いも の で す 。 
繁殖 法 に つい て は あと で 述べ ます が 、 
交尾 は 5, 6 有 こ ろ で , 7 、8 月 ご ろ 産 卵 
し ます 。 卵 は 椿 円 で 、 1 回 に 10 個 ぐら い 

産み , 2 か 月 ほど で 英 化 し ます 。 えさ は 

幼時 は カエ ル や トカ ゲ , ネズ ミ の 子 な ど 

を 与え ます 。 子ども を 育て る に は アオ ォ オダ 

イシ ョ ウ が 比較 的 楽 だ だ いわ れ て いま す 

が , 親 の 飼育 より は えさ の 用 意 な どか な 

り む ず か し さ が あ り ま す 。 

《 ヤ マカ ガ シ 》 80 セ ンチ 前 後 の も の が 

ふつ う で す が , な か に は 1.2 メート ル ぐ 

らい に まで な る も の も いま す 。 本 州 四 

国 、 九州 な ど に 分 布 し 水田 近く の くさ 

むら 、 山 裾 の 川 べ りな どの カエ ル が た く 


さん すん で いる と ころ に いま す 。 





裏表 紙 説 明 


ジェ ネッ ト 南 ヨ ー ロ ッ パ の や ぶ 地 に す 
む ジ ャ コウ ネコ 科 の 夜行 性 肉食 獣 で あ 
夫人 0 の NIR 
正確 さ は つと に 定評 が 高い 。 暗 や み の な 
か で も ゃ 、 寺 あめ り あ 
る い は 木 に 登り 、 決し て る の に ぶつ か っ 
た り ,、 あし を 踏み は ず し た り は し な い 。 
この よう な 確か な 身 の こ な し は , し か 
し , 周囲 の 状況 を 徹底 的 に 調べ あげ 、 正 
確 に 記憶 に た た きこ ん で お く こ と に よっ 


) て は じ め て 可能 と な る 。 だ か ら , か れ ら 


は 見 知ら ぬ 場 所 で は 走っ た り せ ず 、 何 度 


写真 提供 東京 動物 園 協会 








飼う 場合 に カエ ル が 近く に いれ ば 理想 
的 で す が 。 ドジ ョ ウ で も よく 食べ て くれ 
ます 。 え さ の 入手 の 容易 さか らい えば , 
ヤマ カ ガ シ が いち ば ん 楽 か も しれ ませ 
ん 。 回 

ヶ え 方 は 、 水 槽 に ドジ 』 ウ を 入れ て お 
け ば よい の で す が 、 水 の 量 が 多 す ぎる と 
捕食 に 手間 取り 拒食 する 原因 に も な り ま 
す の で , 水深 は 2 , 3 セン チ 程 度 に し て 
お べき 机 生 5 

ヤマ カ ガ ン を 飼う 場合 に 注意 し た いこ 
と は 、 器 部 に 者 を 分 泌 する 腺 が あり 、 捕 
えた と き な ど に 黄 白 色 の 液 を 出す こと が 
あり ます 。 目 だ と か 傷口 に 触れ る と か な 
り の 痛み を 感じ , と き に は 失明 する と る 
いわ れ て いま す 。 


繁殖 を させ る に は 


雄 雌 の 区 別 は ベニ ス の 有無 で つけ ま 
す 。 ア オダ イシ ョ ウ や ヤマ カ ガ シ で は 
肛門 の 後ろ が 太く な っ て いる も の が 雄 で 
す 。 太 く な っ た と ころ に ベニ ス が は いっ 
て いる わけ で す 。 1 
肛門 の 下 を も むように 押せ ば 出 て 
す 。 雌 は 肛門 の 下 か ら 急 に 細く 8 て い 
まお 。 

雄 と 雌 を 交尾 させ 、 卵 を 産ま せる の は 
比較 的 簡単 で す が 、 財 化 さ せる に は 飼育 
箱 と は 別 な 容器 を 準備 する 必要 が あり ま 
す 。 先 回 述べ た 飼育 征 で は どう し て る ゃ 温 
度 を 一 定 に し に くい か ら で す 。 

財 化 容器 に 少し 湿ら せ た ミ ズ ゴ ケ を 入 
れ , その 上 に 卵 を 並べ ます 。 並 べ 方 は 卵 
の 腔 を 上 に し ます 。 わ か ら な いと き は 産 
ん で あっ た と き 上 に な っ て いた と ころ を 
上 に し て お け ば よい の で す 。 

容器 の 置き 場所 は 、 温 度 の 上 下 の 激 し 
く な いと ころ を 選び ます 。 途中 で の ぞい 
て みて ,、 ミズ ゴケ が か わい て いる よう な 
ら 混 り を 与え て くだ さい 。 時 化 日 数 は 温 
度 の 高低 に よっ て 違い が あり ます か ら 。、 
2 度 め , 3 度 め の 野 化 を 観察 する と き に 
は 容器 内 の 温度 を 意識 的 に 変え て みる の 
も よい で し ょ う 。 画 

(上 野 動物 園 水族 館 飼 育 係長 ) 


も 慎重 に 歩き まわ っ て 、 その 経験 を ひと 
つ ひ と つ 覚 え こ む 。 そ こ か ら 生 まれ た の 
が 次 の よう な 悲 豆 劇 で ある 。 

1 頭 の ジェ ネッ ト が 新しい お り の な か 
に 入れ られ た 。 か れ は さっ そく 周囲 の 状 
況 を 調べ は じ め た が ある 枝 の 上 で あし 
を 踏み は ず し , と っ さ に 枝 を つか み 直 し 
た も の の 、 そ の まま くる り と 1 回転 し て 
し まっ た 。 こ れ 以 来 」。 か れ は その 枝 の 上 
に くる と 必ず 同じ よう に 1 回 転 し た と い 
う 。 つ まり , その 鮮烈 な ^ 初 体験 * が 
そこ を 通る と き に は 1 回 転 し な けれ ば な 
ら な いも の だ と か れ に 教え こん で し まっ 
た の だ 。 画 Ph. A. Fatras 
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月 21 日 発売 タカ ので の 9 私 た ちの 仲間 
2 悪意 の 時 代 中 PR 
6 0 4 石 に 刻ま れ た 黄金 期 の ドラ マ 
リク ガメ 科 ギリ シャ リク ガメ 8 了 
カラ パゴス ソウ カメ 死 か アモ ー ル か 沢 
カメ 科 ヨー ロッ パ ヌ マガ メ キバ ラガ メ アマ ゾン 動物 記 49 侵 沢 統 生 
アメ リカ ハコ ガメ オオ クビ ガメ 
カメ 類 の 進化 と 分 類 
カラ ー ペ ー ジ 解説 中 村 健 見 
貴 乳 類 の 世界 を 探る 18 
繁殖 期 小原 秀雄 


昌 必 (CEE コロ ウド の : お もち う ) 


世界 動物 百科 


140 号 12 ン 2 
本 誌 の 購読 に つい て 
第 129 号 第 160 号 ( 民 虫 類 ・ 両 生類 ・ 魚 類 ) の お も な 内 容 一 ⑳ 昆虫 類 、 甲 坊 類 他 誌 は , 全国 の 書店 、 朝日 新聞 販売 
人 Q 奄 虫 綱 概説 ⑯ 硬 骨 魚 綱 概説 店 で 取り 扱っ つて お り ま す 。 

a 人 の cc > 毎週 定期 的 に , 配達 を ご 希望 され る 
ーー 本 の 2 に マグ 月 ここ か た は 。 お 近く の , 取扱 店 に お 申込 み 
⑩ へ ビ 目 概説 スズ キ 目 カジ カカ 科 , カサ ゴ 科 , コバ ン ザ メ 科 、 ハゼ 科 さい 
仙 へ ビ 目 スナ クサ リ へ ヘビ , コガ ラガ ラ ヘ へ ヘビ , ハブ , マム シシ スス キ 目 メカ ジ キ 科 , マグ ロ 科 , サバ 科 , イカ ナ ゴ 科 な お 。 本 社 直 接 購入 の ご 希望 の か た 


2N 思 目 還 旧 の ミ ペ ビ キシ グ コ ブ プラ) み 31 パ ウラ 


還 K 世 征 ヨ 記 回 必 ボ 形 マ 罰 思 有力 選 人 8 回 


⑯⑲ ス ズ スキ 目 
スズ スキ 目 


オオ 力 ミ ウオ 科 , ペラ 科 , スズ メダ イ 科 
チョ ウチ ョ ウ ウ オ 科 , タイ 科 , スズ キ 科 


は , 下記 あて お 申込 み を 願 いま す 。 送 
料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 





0 へ ヒビ 目 ド 








02S 巨 目 還 2 ドア アミ メニ シキ ペ ビ , メ クラ ベビ キン メダ イ 目 , アカ マン ボウ 目 、 タラ 目 , ボラ 目 MSN Sa 

⑱ ト カゲ 目 概説 、 力 キネ トカ ゲ 、 イ グ ア ナ 、 ホカ ケト カゲ メダ カカ 目 、 ヨ ウジ ウオ 目 , トゲ ウオ 目 , ダ ツ 目 ho KMe Tne 5 
ら = ご 果 京都 - 二 有朋 和 ーー 

ぷ ト カゲ 目 カメレオン, スナ カナ ヘビ , アル マジ ロト カゲ フウ セン ウナ ギ 目 , ボウ エン ギョ 目 , ウナ キ 目 , ナマ スズ 目 2 凍ら 

W ト カゲ 目 丸 及 ドド トカ カゲ 。 力 ペ ヤモリ 。 オオ ヤモリ コイ 目 コ 科 SS ーー ムッ イン pre 朝日 新聞 大 阪本 社 出 版 業 務 部 

トカ ゲ 目 ) コモ ド オ オト カゲ , ムカ シト カゲ 目 コイ 目 。 デン キ ウ ナ ギ 科 , カラ シン 科 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 





カメ 目 概説 , ヘ ルマン リク ガメ , ヨー ロッ パ ハ コガ メ 
カメ 目 トゲ スッ ポン , アオ ウミ ガメ , オ サ ガ メ 

⑯⑲ 両 生 綱 概説 

⑯ 力 エル 目 ) コモ リガ エル , コノ ハ ガ エ ル , ワラ イガ エル 
⑭ カ エル 目 , サン ショ ウ ウ オ 目 , アシ ナシ イモ リ 目 


ハダカ イワ シ 目 , サケ 目 カワ カマ ス 科 , サケ 科 

9 サケ 目 , ニシ ン 目 , オス テオ グロ ッ サ ム 目 

アミ ア 目 ,. チョ ウザ メ 目 , 腕 秋 亜 綱 、 肺 魚 亜 網 , 総 秋 亜 綱 
軟骨 魚 綱 , 全 頭 亜 網 キン サメ 目 、 魚 亜 網 エイ 目 
サメ 目 , 無 顎 網 ヤツ メ ウ ナ キ 目 


TEL. 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒802 
TEL. 093 一 531 一 1131 
朝日 新聞 名 古屋 本 社 販売 部 出版 業務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 1 一 3 一 3 〒460 
TEL. 052 一 231 一 8131 





⑳ 数 字 は 号 数 、 白 ぬき 数 字 は 既刊 


第 1 号 一 第 128 号 (概説 ・ 貴 乳 類 ・ 鳥 類 ) の お も な 内 容 


人 食肉 目 (野生 犬 ) 人 @⑳ 鳥 網 概説 3 

作 食 肉 目 電 ス ズ メ 目 。 ア ドリ : ゴ シ キ ヒラ, マヒ ビワ 

人 の 食肉 目 @ ス スズ メ 目 カナ リア , ウソ , ナ キ マシ コイ スカ 
人 ゆ 食 肉 目 倫 ス ズ メ 目 シメ 、 ムネ アカ イカ ル , ホオ ジロ 
介 食 肉 目 @ ス スズ メ 目 スズ メ 、 キン ラン チョ ウ , ブン チョ ウ 
人 奇 中 目 ⑳ ス スズ メ 目 ベニ フウ キン チョ ウ , メジ ロ 

⑳ 人 奇 踏 目 ⑳ ス スズ メ 目 ムクドリ, キュ ウ カ ンチ ョ ウ , モズ 
⑱ 奇 踏 目 ⑯ ス スズ メ 目 ) キセキ レイ , ビン ズ イ ,。 イ ワ ヒ バリ 
@ 奇 踏 目 ⑯ ス ス メ 目 ) キビタキ, オオ ルリ , オオ ヨシ キリ 
@ 岩 独 目 、 倫 ス スズ メ 目 ウグイ ス , セッ カカ , キク イタ ダキ 
⑱ 偶 陵 目 ⑱ ス スズ メ 目 ロビン, コマドリ, ナイ チン ゲー ル 
@( 介 諸 目 9 スズ メ 目 イソ ヒヨドリ , クロ ウタ ドリ , ツグミ 
⑥@ 偶 庄 目 スズ メ 目 マネ シ ツ グミ, ミソ サザ イ 

@ 偶 路 目 人 人 ス ズ メ 目 ヒヨドリ ,、 ソ ウシ チョ ウ , キバ シリ 
⑧ 偶 庄 目 スズ メ 目 。 ゴジ ュ ウ カラ , エナ ガ , ジ ジュ ウ カ ラ 
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